
1990年代半ばまでのコミュニティは概ねオフラインのコミュニティが中心であり、オンラインのコミュニティ
の利用者も大学関係者や研究機関などのアカデミアや技術者といった技術に詳しい層が中心であったと考えられ
る。その後のインターネットやSNSの普及により、オンラインのコミュニティは、年齢・性別や技能・趣向等を
問わず誰もが容易に利用できるオープンなコミュニケーション空間となった。その結果、個人が社会を動かす情報
発信力を持てるようにもなった一方で、炎上やフェイクニュースを巡る問題も顕在化している。

本節では、現代のコミュニケーションとメディアを巡る環境の状況を概観するとともに、現在行われている議論
を整理する。

� ΠンλʔωッτのීٴにΑるϝσΟΞڥのมԽ

ར༻͔ؒ࣌らݟるϝσΟΞར༻のมԽ�
��ؒͰςϨϏࢹௌݮগɺΠンλʔωッτར༻૿Ճ

2000年から2015年の我が国におけるテレビ視聴時間（平日1日あたり）の推移をみると、全体では緩やかな
減少傾向にある。年代別では、60代では横ばい傾向にあるが、50代以下は減少傾向にあり、特に10代及び20代
の減少が著しい（ਤද�������）。

他方、インターネットの利用時間の推移をみると、利用時間は増加傾向にある。特に10代と20代は、2015年
には1日あたり100分以上利用するようになり、テレビ視聴時間と逆転している（ਤද�������）。
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（出典）橋元良明編（2005、2010、2015）『日本人の情報行動』を基に作成

ςϨϏとΠンλʔωッτのฒߦར༻
ただし、単にテレビのようなマスメディアからインターネットへの代替が起きているわけではなく、例えばテレ

ビを視聴しながらインターネットを利用するという並行利用の動きもある。総務省（2015）を基に、調査対象日
1日に各情報行動を行う者の割合（行為者率）をみると、テレビ視聴は85％、ネット利用が74％に対して、両方
の並行利用は35％となっている。その他、（2）で後述するとおり、対面メディア、マスメディア、ソーシャルメ
ディアが重層的複合的に併存することも指摘されている。

第4節 σジλϧࡁܦのதͰのコϛϡχケʔγϣンとϝσΟΞ
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（出典）総務省（2015）「平成26年情報通信メディアの利用時間と情報行動
に関する調査」を基に作成
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（出典）総務省（2015）「平成26年情報通信メディアの利用時間と情報行動

に関する調査」を基に作成

֤छのϝσΟΞにରする৴པのঢ়گ�

एにお͍てもϚスϝσΟΞの৴པΠンλʔωッτを্ճる
前述のメディア利用の変化にみられるように、若年層を中心としてマスメディア離れが進んでいるといわれてお

り、反対にソーシャルメディアの利用は増加している。ただし、我が国における各メディアの信頼度について年代
別に調査した結果によると、若年層も含めてインターネットへの信頼度はマスメディアと比べて相対的に低くなっ
ている。（ਤද�������）

ιʔγャϧϝσΟΞにお͍てɺใのൃ৴͕ݯॏ͞ࢹΕて͍る
マスメディアではその情報の発信源が明確であったが、ソーシャルメディアにおいては「シェア」や「リツイー

ト」といった転送文化があり、情報の発信者と発信源が切り離されるという特徴がある。また、例えば新聞であれ
ば、ニュースがパッケージとして提供されることで、その新聞あるいは新聞を発行する主体に対する各個人の信頼
がニュースに対する信頼にもつながるという構図があった。他方、ソーシャルメディアにおいては、ニュースが記
事単位で提供されることで、このようなパッケージ提供の場合の特徴が薄れる。

このため、ソーシャルメディア上の情報の発信源が信頼できるものなのかは重要であると考えられる。14歳か
ら34歳のソーシャルメディアユーザーも、約6割が信頼性担保のためにニュースの情報源を重視していると回答
している。（ਤද�������ɾਤද�������）
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（出典）総務省（2018）「平成29年情報通信メディアの利用時間と情報行動に関する調査報告書」を基に作成
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（出典）デロイト トーマツ コンサルティング（2018）「デジタルメディア利用実態調査 2018 ―日本編―」＊1

一方でSNS利用者はニュースソースよりもシェアした人に影響されているという海外の研究結果も存在する（ਤ
ද�������）。

ॏతɾෳ߹తにଘࡏするϚスϝσΟΞとιʔγャϧϝσΟΞ�
�で述べたようなテレビとインターネットを並行利用する行動様式が出てきているほか、対面メディア、マスメ

ディア、ソーシャルメディアが重層的・複合的に併存している状況にも注目すべきという見方がある。
例えば遠藤（2018）＊3は、「メディアが発達した現在においても、対面メディアが消滅したわけではなく、対面

メディア、マスメディア、ソーシャルメディアが重層的複合的に併存するようになったということを無視するべき
ではない」と述べている。

そして、多くの者は日常的に、対面メディア、マスメディア、ソーシャルメディアなどを重層的に利用している
ことから、マスメディアの情報がネットを介して伝わったり、ネットの情報がマスメディアを介して伝わったりし
ているため、これらを分けて論じることはできないと指摘し、こうしたソーシャルメディアと既存メディアが重層
的に相互作用しながら世論を形成する現代のメディア環境を「間メディア社会」と定義している。

ਤද������� ιʔγャϧϝσΟΞ্ͷχϡʔスͷ৴པੑධՁ
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（出典）The American Press Institute and The Associated Press-NORC Center for Public Affairs Research（2017）
“‘Who Shared It?’: How Americans Decide What News to Trust on Social Media”＊2

＊1	 https://XXX2.deloitte.coN/content/daN/%eloitte/jp/%ocuNents/technology-Nedia-telecoNNunications/Nd/jp-Nd-digital-Nedia-trends-
surWey-2018.pdf

＊2	 https://XXX.aNericanpressinstitute.org/puClications/reports/surWey-research/trust-social-Nedia/
＊3	 ԕ౻（2016）܆「ؒϝσΟΞ民ओओٛとʪੈʫ」社会報ֶ	第51ר号
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また、間メディア空間では、メディア間の
相互作用が緊密化し、かつてであればそれほ
ど大きな社会的関心事とならなかった出来事
も、以前にはなかったようなプロセスを経て
社会を揺るがすほどの影響力を持つとしてい
る。

特に、後述するいわゆる「ネット炎上」の
問題に関しては、マスメディアで取り上げら
れることにより、さらに「炎上」することも
指摘されており 、ネットメディアのみが原
因と断定できない点には留意が必要と考えら
れる。

� Πンλʔωッτのར༻ੈをೋۃԽするの͔
メディアとしてのインターネットを振り返ると、ポータルサイトのように情報を一つの場所に集める「集約化」、

ブログ・SNSのように誰もが情報の発信者となり利用者となる「双方向化」を経て、一人ひとりにカスタマイズ
された情報が取得できる「最適化」に進んできたとの指摘＊4がある。

インターネットは、基本的にあらゆる人が情報や知識を共有可能とする仕組みであり、暮らしやビジネスにおい
て世界規模で利用が拡大した理由の一つは、このようなポジティブな側面であったと考えられる。他方、「最適化」
が進む中で、インターネットの利用が世論を二極化し、社会の分断を招いているのではないかという議論が出てき
ている。二極化（分極化）とは、例えば国民の政治傾向が保守とリベラルのどちらかに偏り、中庸が少なくなるこ
とである。
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（出典）遠藤薫（2018）『ソーシャルメディアと公共性』東京大学出版会
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（出典）遠藤薫（2016）「間メディア民主主義と〈世論〉」社会情報学 第5巻1号

＊4	 ి௨૯（2016）ݚh 報ϝσΟΞനॻ2016ʱ
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本項では、この点についての議論の状況について整理する。

Πンλʔωッτ্Ͱのใྲྀ通のಛとݴΘΕて͍るもの�
米国の法学者サンスティーン（2001）＊5はネット上の情報収集において、インターネットの持つ、同じ思考や

主義を持つ者同士をつなげやすいという特徴から、「集団極性化」を引き起こしやすくなる「サイバーカスケード」
という現象があると指摘した。

集団極性化とは、例えば集団で討議を行うと討議後に人々の意見が特定方向に先鋭化するような事象を指す。討
議の場には自分と異なる意見の人がいるはずなので、討議することで自分とは反対の意見も取り入れられるだろう
と思われるが、実際に実験を行ってみると逆に先鋭化する例が多くみられた＊6。
「カスケード」とは、階段状に水が流れ落ちていく滝のことであり、人々がインターネット上のある一つの意見

に流されていき、それが最終的には大きな流れとなることを「サイバーカスケード」と称している。
こうしたもともとある人間の傾向とネットメディアの特性の相互作用による現象と言われているものとして、

「エコーチェンバー」と「フィルターバブル」が挙げられる＊7。

ΞɹΤコʔνΣϯόʔ
「エコーチェンバー」とは、ソーシャルメディアを利用

する際、自分と似た興味関心をもつユーザーをフォローす
る結果、意見をSNSで発信すると自分と似た意見が返っ
てくるという状況を、閉じた小部屋で音が反響する物理現
象にたとえたものである＊8。

サンスティーン（2001）＊9は、集団分極化はインターネッ
ト上で発生しており、インターネットには個人や集団が様々
な選択をする際に、多くの人々を自作のエコーチェンバーに
閉じ込めてしまうシステムが存在するとしたうえで、過激な
意見に繰り返し触れる一方で、多数の人が同じ意見を支持
していると聞かされれば、信じ込む人が出てくると指摘した。

また、サンスティーンは無作為に選んだ60の政治系
ウェブサイトを対象に、各ウェブサイトのリンク先を調査
した。その結果、反対意見へのリンクは2割に満たない一
方で、同意見へのリンクは約6割と高くなっていた（ਤද
�������）。さらに、反対意見へリンクがある場合でも、
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（出典）田中辰雄（2018）ワークショップ「ネットは社会を分断するのか」資料を基に作成
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（出典）キャス・サンスティーン（2001）『インターネットは民主主義の敵か』
を基に作成

＊5	 ΩϟεɾαϯεςΟーϯ（2001）h Πϯλーネットは民ओओٛͷఢ͔ʱ
＊6	 ૯ল	2019「σδλϧԽによる生׆ɾಇ͖ํͷӨڹにؔするௐࠪڀݚ」༗ࣝऀώΞϦϯά（ܚጯٛक़େֶ	ֶࡁܦ෦	ాதୢ༤ڭत）にͮ͘ج。
＊7	 ढ़（2018）hݪ ϑΣΠクχϡーεをՊֶするʱ
＊8	 ढ़（2018）hݪ ϑΣΠクχϡーεをՊֶするʱ
＊9	 ΩϟεɾαϯεςΟーϯ（2001）h Πϯλーネット上は民ओओٛͷఢ͔ʱ
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「相手の見方がいかに危険で、愚かで、卑劣であるかを明らかにするのが目的」としていた。そのうえでグループ
で議論をすれば、メンバーはもともとの方向の延長線上にある極端な立場へとシフトする可能性が大きいと指摘し
ている。

ΠɹϑΟϧλʔόϒϧ
「フィルターバブル」とは、アルゴリズムがネット利用者個人の検索履歴やクリック履歴を分析し学習すること

で、個々のユーザーにとっては望むと望まざるとにかかわらず見たい情報が優先的に表示され、利用者の観点に合
わない情報からは隔離され、自身の考え方や価値観の「バブル（泡）」の中に孤立するという情報環境を指す。

米国のインターネット活動家であり、バイラルメディア＊10“Upworthy”の最高経営責任者でもあるパリサー
（2012）＊11は、フィルターバブルの登場により、新たな3つの問題が生じてきたと指摘する。

第一に、ひとりずつ孤立するという問題である。例えば、テレビの専門チャンネルでごく狭い分野を取り扱うも
のを見る場合でも、自分と同じ価値観や考え方を持つ人が他にも見ているが、インターネットにおけるフィルター
バブルの中には自分しかいない。これにより、「情報の共有が体験の共有を生む時代において、フィルターバブル
は我々を引き裂く遠心力となる」としている。

第二に、フィルターバブルは目に見えないという問題である。テレビを見る際には自分が何を見るかを選択して
いる限り、なぜその番組が選ばれたのか理解しているが、パーソナライズされた検索エンジンによって表示された
結果は、なぜそれが選ばれたのかその根拠が明確に示されることはない。フィルターバブルの内側にいると、表示
された情報がどれほど偏向しているのか、または情報が偏向のない客観的真実であるのかが分からないことにな
る。

最後に、フィルターバブルの内側にいることをユーザー自身が選んだわけではないという問題である。テレビや
新聞、雑誌を視聴する際、どのようなフィルターを通して世界を見るのかをユーザーは自ら能動的に選んでいる。
しかしパーソナライズされたフィルターの場合、自ら選択してフィルターを使用しているのではなく、避けように
も避けにくい状態になっていると指摘している。

広告主にとっては、ユーザーごとにパーソナライズするアルゴリズムを用いることは、顧客獲得コストを低下さ
せる効果的な広告戦略であり、また利用者にとっても自分の好みの情報が少ないエネルギーで手に入るという利点
がある。一方で、パーソナライズされたフィルターバブルにより、自分の関心とは異なる情報に触れにくくなり、
他の意見が存在することに気づかなくさせる可能性をもたらすとされている。

ΠンλʔωッτにΑるੈのೋۃԽに͍ͭてのఆྔతな研究݁Ռ�
ここでは、定量的な研究結果を基に、ネットの利用が世

論の二極化にどの程度影響しているのか概観する。
米国では過去10年の間で二極化が進んだことを示す研

究結果が出ているが＊12、我が国での実証研究例は少なく、
二極化していると断定することはできない。しかしなが
ら、世の中の言論が極端になってきていると感じている人
は3割近く存在するという研究結果も存在する（ਤද����
���）。

インターネットによって、情報の選択的接触は、マスメ
ディアの時代よりもはるかに容易になっているとの指摘も
ある＊13が、以下取り上げる複数の定量的な調査結果から
は、インターネット自体が分極化を進展させているのかど
うかは引き続き議論の余地があるものと考えられる。

＊10	όΠϥϧ（7iral）とはӳ語で「Πϧεੑͷ」というҙຯで、SNSによる報֦ྗࢄをར用してΠϧεͷように֦ࢄする͜とを的とした
ಈըը૾をத৺としたϒϩάなͲͷϝσΟΞͷ͜と

＊11	ΠーϥΠɾύϦαー（2012）h ด͜͡るΠϯλーネット	άーάϧɾύーιφϥΠζɾ民ओओٛʱ
＊12	 1eX	Research	$enter（2014）ʠ1olitical	1olarization	in	the	ANerican	1uClic:	)oX	Increasing	Ideological	6niforNity	and	1artisan	Antipathy	

A⒎ect	1olitics,	$oNproNise	and	EWeryday	-ifeʡ
＊13	⁋େհ、ଜஐ（2018）「Πϯλーネットでͷχϡーε৮とഉ֎ओٛ的ଶͷੑۃԽ」報௨৴ֶ会ࢽ	7ol.36	No.2

ਤද�������
ੈͷதͷݴɺத༱͕ͳ͘ͳΓɺӈ
ʹͳ͖͍ͬͯͯۃΓ͔ɺدࠨΓ͔د
Δ

O�����

͍
���

ͲͪΒͰ
ͳ͍
���

͍͍͑
��

Θ͔Βͳ͍
���

（出典）田中辰雄、浜屋敏（2017）「結びつくことの予期せざる罠 －ネット
は世論を分断するのか？－」富士通総研研究レポートNo.448
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⁋ɾଜ（����）にΑる研究݁Ռ－ωッτのར༻にΑΓ྆ۃなҙݟをͭ࣋人ʑ͕ͦΕͧΕ૿えるՄ能ੑ
辻・北村（2018）＊14は、「ネット利用が排外意識を強めるのか、それとも、排外意識がネット利用をうながすの

か。あるいはまた、両者がたがいにたがいを強めあう関係（双方向の因果）にある」のかを定量データを用いて分
析した。それによると、インターネットを利用することにより両極端な意見をもつ人々がそれぞれに増える可能性
を示唆することが示され、反対に排外意識／反排外意識がネット利用量に影響する因果は確認されなかった。

同研究においては、排外意識を持つ人々だけでなく、反排外意識を持つ人々も増加することで、「社会全体が一
様に排外主義化していく結果にはなりにくいだろう」としたうえで、「両極端な意見をもつ人びとがそれぞれに増
えることによって、（中略）外交関係等についての世論が二極化し、社会的な対立・分断が深刻化していく」と懸
念している。

一方で、他の有識者からは、そもそも我が国では、若年層を中心に多くの者が政治的に無関心、又は無関心を装
うため、政治的言論空間への参加者やSNS上での政治的議論が限られるとの指摘＊15、また、少数の両極端な意見
が目立つとの指摘＊16もある。
田தɾ（����）にΑる研究݁Ռ－ωッτϝσΟΞΉしΖ人ʑをԺ݈Խͤ͞る

田中・浜屋（2018）＊17は、同じ対象者の
グループに時期を離して2回の調査を行い、
それによりインターネットの利用が社会の分
極化に影響するのか明らかにしようとした。
1回目の調査では、前述の二極化を助長する
とした調査結果と同様に「ネット利用する人
ほど過激な傾向があることがわかった」とし
た。しかし「元々政治的に過激な人がネット
利用にも熱心だからかもしれない」という因
果までは不明とし、それを確認するための2
回目の調査を実施している。

その結果、メディアの継続利用者について
見ると、全体としてメディアの継続利用によ
る政治傾向の変化は軽微であった（ਤද����
���）。仮に影響があるとしてもネットメディ
ア利用の場合、Facebookを除いて影響の方
向はマイナスであり、分極化の強化ではなく
弱化している傾向が見られる。すなわち、
ネット利用が分極化を進めている証拠は乏し
く、むしろネットメディアの利用者はどちら
かといえば穏健化していると結論付けてい
る。

また、1回目の調査においては、ソーシャ
ルメディアの利用は意見の過激化と有意な正
の相関はあるものの、過激度に最も大きな影
響を与えているのは「回答者の年齢」であり、
年齢が高いほど過激な意見を持つ傾向がある
ことが明らかになった。（ਤද�������）

これらの結果により、「もしネット利用が
分極化を促進するならネット利用に熱心な若

ਤද������� ϝσΟΞܧଓར༻ʹΑΔۃԽ߹͍ͷมԽ
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（出典）田中辰雄、浜屋敏（2018）「ネットは社会を分断するのか －パネルデータからの考察－」
富士通総研2018年8月研究レポートNo.462

ਤද������� ྸผۃԽࢦ

����

����
����

����

����
����

��

��

��

��

��

�� �� �� �� �� ��

ʢ�ʣ

（出典）田中辰雄、浜屋敏（2017）「結びつくことの予期せざる罠 －ネットは世論を分断するの
か？－」富士通総研 2017年10月 研究レポート No.448

＊14	⁋େհ（2018）「Πϯλーネットར用は人ͼとͷഉ֎ҙࣝをߴめる͔」ιγΦϩδ	第631ר号
＊15	૯ল（2019）「σδλϧԽによる生׆ɾಇ͖ํͷӨڹにؔするௐࠪڀݚ」༗ࣝऀώΞϦϯά（౦ژେֶେֶӃ報ֶ	ྑݩڮ明ڭत）に

。ͮ͘ج
＊16	૯ল（2019）「σδλϧԽによる生׆ɾಇ͖ํͷӨڹにؔするௐࠪڀݚ」༗ࣝऀώΞϦϯά（ֶशӃେֶ法ֶ෦	ԕ౻ڭ܆त）にͮ͘ج
＊17	ాதୢ༤、හ（2018）「ネットは社会を分அするͷ͔	ʵύネϧσーλ͔らͷߟʵ」࢜௨૯2018ݚ年8݄ڀݚϨϙートNo.462
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年層でこそ分極化が生じているはずであるが、そうはなっていない。むしろネット利用が相対的に少ない中高年で
こそ分極化が起きている。この事実はネット利用が分極化を促進するという仮説に疑問を抱かせる」とし、社会が
分極化しているとしたら、ネット利用以外の要因が存在するはずであるとしている。

� ωッτ্ͰのԌ্を८るٞ
「炎上」とは、「ウェブ上の特定の対象に対して批判が殺

到し、収まりがつかなさそうな状態」「特定の話題に関す
る議論の盛り上がり方が尋常ではなく、多くのブログや掲
示板などでバッシングが行われる」状態である＊18。

日本国内での炎上発生件数はモバイルとSNSが普及し
始めた2011年を境に急激に増加しており、個人・企業問
わず炎上の対象となっている。

本項では、この炎上を巡るいくつかの研究結果について
整理する。

୭͕Ԍ্にՃΘͬて͍るの͔�
まず、炎上には、どのような人が参加しているのだろうか。この点について、炎上の書き込みに直接参加する人

は、インターネット利用者のうちのごく限られた一部に過ぎないという研究結果がある。
木村（2018）＊20は、政治・社会系ニュースへのコメント分析では、過激な言説は1％程度の投稿者が生み出す2

割程度のコメントの中に顕著であり、残り99％の投稿者による8割のコメントにはほとんど見られないと指摘し
た。また、吉野（2016）＊21 は、「批判されている人を、ネットで批判した」経験がある者は1.1％であるとし、田
中・山口（2016）＊22は、複数回書き込みを行う直接攻撃予備軍をインターネット利用者数の0.5％以下であると推
定している。

これらの調査では詳細な数値の違いはあるものの、炎上参加者はインターネット利用者の数パーセント程度以下
のごく少数に過ぎない点において共通しているといえる。

加えて、ごく少数の炎上参加者のなかでもさらにわずかの人の声が「ネット世論」を形成していることを示す調
査結果もある。山口（2018）＊23は、過去1年以内に炎上に書き込んだことがある0.5％の人のうち約6割は炎上加
担件数が年間3件以内であり、年間11件以上炎上に加担したのは1割に留まるとした。（ਤද�������ɾਤද����
���）更に同調査において、炎上1件当たりに最も多く書き込んだ回数は、約7割が3回以下で、51回以上は3％
程度であり、1件当たりの書き込み回数3回以下のユーザー全員の書き込み件数を合計しても、51回以上のユー
ザーの書き込み件数には達しないと指摘した。

ਤද������� ʹ͓͚ΔԌ্ൃੜ݅ਪҠ＊19ࠃ

���� ���� ���� ���� ������

������ ������
������

������

��������
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���

���

���

���
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����

����

ʢ݅ʣ

������������������������������������
（出典）山口真一（2018）『炎上とクチコミの経済学』

＊18	Ԯ上νΩ（2007）h ΣϒԌ上ʕネットू܈ͷとՄੑʱ
され、͔ͭ、5Xitterͷࡌܝఆする·とめαΠトにࢦ会社Τϧςε公։σーλよりऔಘ。Τϧςε社に͓͚るԌ上ͷఆٛは「Τϧςε社がࣜג	19＊

ϦπΠートが50ճҎ上されているͷ」で͋る。
＊20	ଜ正	2018.01
「「ネットੈ」でอकにୟ͔れるཧ༝	࣮ূ的ௐࠪσーλ͔ら」தԝ公2018年1݄号
＊21	٢ώϩ（2016）ࢠ「国に͓͚る「Ԍ上」ݱͷల։とݱঢ়」$orporate	coNNunication	studies（20）
＊22	ాதୢ༤ɾޱࢁਅ一（2016）h ネットԌ上ͷڀݚ	୭が͓͋り、Ͳうରॲするͷ͔ʱ
ਅ一（2018）hޱࢁ	23＊ Ԍ上とクνίϛͷֶࡁܦʱ
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ਤද������� Ԍ্ͱͷؔΘΓํ
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（出典）山口真一（2018）『炎上とクチコミの経済学』

Ԍ্ͲのΑ͏にೝ知͞Εるの͔�
次に、炎上はどのように認知されているのだろうか。ネット利用頻度が高くネットニュースによく接する者は、

まとめサイト等で炎上情報を知ることが多いが、平均的日本人の多くはテレビによって情報を得ることが指摘され
ている＊24。

吉野（2016）＊25は、炎上の確認経路を確認したところ、約半数以上の回答がテレビのバラエティ番組からであっ
た。「テレビのニュース番組」の割合も3割程度と高く、マスメディア経由での認知が多いことが分かる。（ਤද
�������）

このため、マスメディアで報道され広く認知されたものがまたソーシャルメディア上で拡散されるといった「間
メディア空間」における相互作用により、炎上は指数関数的に増大していくことが指摘されている＊26。

� ϑΣΠクχϡʔスを८るಈ
ϑΣΠクχϡʔスとͲのΑ͏なもの͔

フェイクニュースの定義は、研究者によって様々である。嘘やデマ、陰謀論やプロパガンダ、誤情報や偽情報、
扇情的なゴシップやディープフェイク＊27、これらの情報がインターネット上を拡散して現実世界に負の影響をも
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（出典）吉野ヒロ子（2016）「国内における「炎上」現象の展開と現状」

＊24	૯ল（2019）「σδλϧԽによる生׆ɾಇ͖ํͷӨڹにؔするௐࠪڀݚ」༗ࣝऀώΞϦϯά（౦ژେֶେֶӃ報ֶ	ྑݩڮ明ڭत）に
。ͮ͘ج

＊25	٢ώϩ（2016）ࢠ「国に͓͚る「Ԍ上」ݱͷల։とݱঢ়」$orporate	coNNunication	studies（20）
＊26	ԕ౻（2016）܆「ؒϝσΟΞ民ओओٛとʪੈʫ」社会報ֶ	第51ר号
＊27	人工（AI）ͷٕज़で合したِಈըͷ͜と。

I
C
T
と
デ
ジ
タ
ル
経
済
は
ど
の
よ
う
に
進
化
し
て
き
た
の
か

第
1
章

σジλϧࡁܦのதͰのコϛϡχケʔγϣンとϝσΟΞୈ �અ

令和元年版　情報通信白書　ୈ�෦106



たらす現象は、フェイクニュースという言葉で一括りにされている＊28からである。そこには必ずしも「フェイク
（嘘）」ではないものも含まれており、嘘か真実かは主観によって変わる可能性のあるものもある。また、フェイク
ニュースは一般的にインターネット上での情報流通を巡る問題として捉えられているが、従来のマスメディアの報
道を批判する際に言及されるケースもある。

インターネット上で英語辞書を提供しているDictionary.comは、2017年に「fake news」を辞書に掲載して
いる＊29。それによると、フェイクニュースとは「センセーショナル性を持ち、広告収入や、著名人・政治運動・
企業などの信用失墜を目的としたオンライン上で広く共有されるように作成された偽のニュース記事」であるとし
ている。何を「偽」のニュースとするかは上述したとおり様々であるが、「フェイクニュース」の特徴を端的に示
したひとつの例といえるだろう。

他方で、フェイクニュースには広告収入や対象の信用失墜を目的としたものというよりは、「悪ふざけ」や社会
の混乱を目的としたものも存在する。ただし、いずれの「フェイクニュース」にも共通するのは、それがフェイク
であるにも関わらず、そのセンセーショナル性をもって広く一般に拡散されているということである。
ϑΣΠクχϡʔスの

2016年米国大統領選挙において、「ローマ法王がトランプ氏の支持を表明」や「クリントン氏を捜査中のFBI
捜査官が無理心中」等のフェイクニュースがソーシャルメディア上で大規模に拡散し、選挙戦終盤には主要メディ
アによる記事を上回るエンゲージメント（「シェア」や「いいね！」などのリアクションやコメントの合計数）を
集めた。また、同年12月、フェイクニュースが現実の銃撃事件を引き起こした「ピザゲート事件＊30」も世間に衝
撃を与えた。

こうした人々を惑わす虚偽情報が大規模に拡散し、大きな社会問題となったことを契機に、「フェイクニュース」
という言葉が注目されはじめた＊31。

我が国においても、2016年4月の熊本地震の際に、動物園からライオンが逃走しているという虚偽の文章と写
真がSNS上に投稿され、動物園や警察に問合せが殺到したというケースがあった。2018年には、ソーシャルメ
ディアで流れたフェイクニュースをマスメディアも信じて報道した結果、自殺者が出るというケースも発生し
た＊32。具体的には、2018年の台風21号が関西空港に大きな被害をもたらした際、空港内に閉じ込められた外国
人を「中国大使館が専用バスを手配して救出した」との情報がソーシャルメディア上に出回った。実際には、バス
は関西空港が手配したものであり、事実ではなかったが、台湾の駐日事務所が傍観していると批判する投稿が広が
り、さらに台湾の大手メディアも一斉に批判したことで、矢面に立たされた台湾大阪事務所の担当者が自殺する事
態にまで発展した。中国による救出バスの一件がフェイクニュースだったことは、担当者自殺の翌日に台湾の
NPOにより判明した。
ϙスττΡϧʔスと͍͏ঢ়گ

ポストトゥルースとは、「客観的事実よりも感情的な訴えかけの方が世論形成に大きく影響する状況」を指し、
近年社会はこのような状況となっているとの見方がある。

この点については、メディアの信頼性が低いことが影響しているとする指摘＊33もあるが、情報を受け取る側の
感情により、その情報が「真実」であるか「虚偽」であるかが変化する状況になっているとすれば、フェイク
ニュース対策やその他インターネット上の言論について考える際に留意すべき事項であろう。

ढ़（2018）hݪ	28＊ ϑΣΠクχϡーεをՊֶするʵ֦ࢄするσϚ、ӄ、ϓϩύΨϯμͷし͘Έʱ
＊29	ʦfake	neXsʧʠfalse	neXs	stories,	often	of	a	sensational	nature,	created	to	Ce	Xidely	shared	online	for	the	purpose	of	generating	ad	reWenue	

Wia	XeC	tra⒏c	or	discrediting	a	puClic	pgure,	political	NoWeNent,	coNpany,	etc.ʡ
＊30	 2016年12݄3日、「米国ワγϯトϯ%$ͷ͋るϐβϨεトϥϯがࣇಐചय़ͷڌになͬていて、ώϥϦーŋクϦϯトϯがͦれにؔΘͬている」

というِڏ報を৴͡たஉがᷚͷϐβϨεトϥϯにॐをͬ࣋てԡしೖり、発๒。いな͜とにෛইऀはग़な͔ͬた。
ढ़（2018）hݪ	31＊ ϑΣΠクχϡーεをՊֶするʵ֦ࢄするσϚ、ӄ、ϓϩύΨϯμͷし͘Έʱ
＊32	「ϑΣΠクχϡーεでࣗࡴにいࠐ·れたͷ֎ަʵ日本とͷળにਚ͘した൴をऻͬた「͋る報」とは」（2019.03.05）+-castςϨϏ

Υッν（https://XXX.j-cast.coN/tW/2019/03/05351915.htNl p�all）
＊33	૯ল（2019）「σδλϧԽによる生׆ɾಇ͖ํͷӨڹにؔするௐࠪڀݚ」༗ࣝऀώΞϦϯά（ֶशӃେֶ法ֶ෦	ԕ౻ڭ܆त）にͮ͘ج。
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� Πンλʔωッτにおけるコϛϡχケʔγϣンを८る՝のରԠ
炎上やフェイクニュースへの対策は、人間の情報選択における認知傾向とも関連しており非常に難しいとの指

摘＊34もあるものの、利用者、民間企業、政府のそれぞれに示唆的な動きが出つつあると考えられ、以下これらを
概観する。

ར༻ऀにΑるリςラγʔの্�
ICTの発展によりインターネット上には様々な情報が集積されたことで、人々はあらゆる情報を即座に収集し、

かつ発信できるようになった。一方で、インターネット上にはPV数を稼ぐために過激な表現を用いたり、ある一
定の方向に意見を誘導したり、あるいは、わざと対立が起こっているように見せかける等、必ずしも客観的に正し
いと判断される情報ばかりが存在するわけではない＊35。

ネット炎上については、以前は炎上すると一方向の意見でネット上が席巻されていたが、最近はある程度の反論
があまり時間を置かずに出てくるようになっており、徐々に社会全体でリテラシーが上がりつつあるとの指摘があ
る＊36。他方、炎上対象となるような不適切行為を投稿する一般の若者が、一旦減ったと思われたにもかかわらず
再度増えてきているように思えるのは、炎上によるトラブルを見て学習した教訓が世代を超えて引き継がれなかっ
たのではないかとの見方もある。このようなことが起こっているとすれば、世代を超えてリテラシーを高めていく
ために学校等で継続的に教育していく取組が重要となる。

また、炎上やヘイトスピーチに加担する者は非常に目立つもののごく少数であり、印象として形成される「ネッ
ト世論」と実態が必ずしも一致しないことを理解し、企業等はきちんと見極めた上で適切な対応を取ることが求め
られるという指摘もある＊37。

フェイクニュースに惑わされないための取組として、例えばカリフォルニア州では、2018年9月にメディアリ
テラシーの教育を学校で行うよう州法で定めるなど、ユーザーのリテラシーを高める取組が進められている＊38。

インターネット上の情報の真偽を見極めることの重要性は、インターネット普及開始の頃から指摘されてい
る＊39が、オンラインでのコミュニケーションがより一般化するとともに、ディープフェイク等、フェイクニュー
スの手段の巧妙化により情報の真偽を見極めることがますます困難になっている中で、扇情的な情報を安易に拡散
しないような啓発を継続的に行っていくことが重要であろう。

σジλϧɾϓラッτϑΥʔϚʔのຽؒۀاにおけるಈ͖�
2016年大手玩具メーカーのレゴ社は、英国の保守系タブロイド紙「デイリー・メール」との契約解除を発表し

た。この背景には、EU離脱を問う国民投票に端を発する、同紙の移民や難民などへの、あからさまな「憎悪扇動」
の論調があるという指摘がある＊40。

こうした「不適切なサイトやコンテンツに表示されることで企業や製品のブランド価値が損なわれるのではない
か」という「ブランドセーフティ」の考えから、FacebookやGoogle等のデジタル・プラットフォーマーからも
広告を引き揚げるという企業も出てきている＊41。

国内においても、2018年以降、エプソンなどの企業や、国内最大級のアフィリエイトサービス「A8.net」等が、
差別的な記事などを掲載しているとされるまとめサイトへの広告出稿の取りやめや、提携の解除など、ヘイトや
フェイクの温床となっているとされるサイトの資金源を断つという動きが始まっている＊42。

また、いわゆるデジタル・プラットフォーマーにおいても動きが出てきている。従来、デジタル・プラット

＊34	「σδλϧԽによる生׆ɾಇ͖ํͷӨڹにؔするௐࠪڀݚ」༗ࣝऀώΞϦϯά（ॣՏେֶ	ܦࡁܦӦֶ෦	ീాਅ行।ڭत）にͮ͘ج。
ਅ一（2018）hޱࢁ	35＊ Ԍ上とクνίϛͷֶࡁܦʱ
＊36	૯ল（2019）「σδλϧԽによる生׆ɾಇ͖ํͷӨڹにؔするௐࠪڀݚ」༗ࣝऀώΞϦϯά（ܚጯٛक़େֶ	ֶࡁܦ෦	ాதୢ༤ڭत）にج

ͮ͘。
＊37	૯ল（2019）「σδλϧԽによる生׆ɾಇ͖ํͷӨڹにؔするௐࠪڀݚ」༗ࣝऀώΞϦϯά（ܚጯٛक़େֶ	ֶࡁܦ෦	ాதୢ༤ڭत）にج

ͮ͘。
＊38	「ϑΣΠクχϡーεରࡦは「ݴ統੍」にར用されてし·うͷ͔」（2018.10.11）I5NediaϏδネεΦϯϥΠϯ
	 （https://XXX.itNedia.co.jp/Cusiness/articles/1810/11/neXs012.htNl）
＊39	࣌·ͩར用ऀがগな͔ͬたࣔܝ൘ͷཧ人が、χϡーε൪ͷΠϯλϏϡーにରし、「うͦはうͦで͋るとݟൈ͚る人でないと（ࣔܝ൘を

うͷは）しい」というझࢫͷίϝϯトを行い、ࣔܝ൘ͷར用ऀをத৺にೝࣝされていた。
＊40	「Ϩΰが「ϔΠトεϐーν્ࢭ」にཱͪ͋がͬたʵ「しΈͷ֦େ」にҟをএ͑た一௨ͷखࢴ」（2016.11.15）日ܦϏδネε
＊41	ాେհ（2018）h 報ઓ૪を生͖ൈ͘	器としてͷ報Ϧςϥγーʱ
＊42	「「อक報」ͷࠂऔりめ૬͙࣍	国࠷େڃͷΞϑΟϦΤΠトఏܞղআ」（2018.06.19）#uzz'eedNeXs

I
C
T
と
デ
ジ
タ
ル
経
済
は
ど
の
よ
う
に
進
化
し
て
き
た
の
か

第
1
章

σジλϧࡁܦのதͰのコϛϡχケʔγϣンとϝσΟΞୈ �અ

令和元年版　情報通信白書　ୈ�෦108



フォーマーは、個人が情報を発信する「場」を提供しているにすぎず、発信される情報の内容については関与しな
いとの態度を示してきた。しかしながら、フェイクニュース等に端を発した騒動の多発による世界的な批判の声が
高まってきたことに加え、こうした広告主の対応や、後述する政府におけるルール整備の動きへの対応という観点
から、デジタル・プラットフォーマーも情報の内容に一定の社会的責任を負う立場として対策を打ち出すように
なっている。

例えば、ヘイトスピーチ対策としては、2016年5月に欧州委員会とFacebook、Twitter、Google、
Microsoftが合意した「行動規範」＊43に基づき、ヘイトスピーチとして通知を受けた投稿に対して削除や非表示な
どの対応を取るという自主規制ルールを採用した。この成果として欧州委員会が2019年2月に発表した調査結果
によると＊44、Facebook、YouTube、Twitterは、ヘイトスピーチとして見なされたコンテンツの4分の3近く
を24時間以内に削除していることが示された。

国内では、ポータルサイト大手であるヤフーの提供する「Yahoo!ニュース」の記事に読者が意見や感想を投稿
できるコメント機能（通称ヤフコメ）に、ヘイトスピーチ等が多数書き込まれる状態が横行していたが、徐々に対
策が強化されている＊45。同社では、専門部隊による24時間・365日体制のパトロールを行っているとともに、
2017年5月にマルチポスト（同じ文章を短期間に繰り返し投稿する行為）への対策強化として、同じ内容の複数
投稿を一括で削除できるツールを導入している。また、AIにより「建設的な投稿」を判断して上位表示するなど、
プラットフォームとしての中立性を保ちつつ健全な言論空間の創出に向けた取組を積み重ねているとしている。

反対意見を紹介することで社会的分断を防ごうとする取組みも進められている。ワシントン・ポストは2017年
11月から、ウェブサイトのオピニオン記事に、自社の主張と対立する記事をレコメンドする新機能「カウンター
ポイント」を導入した。ワシントン・ポストのこの取組みでは、AIを活用して自社記事のなかから自動で選定し
ているという。

フェイクニュース対策として、ファクトチェックの取組も進められている＊46。Facebookは、2016年の米国大
統領選期間内にトランプ候補に有利に働くフェイクニュースを注目記事として上位に表示していて批判を浴びたこ
とを契機に、第三者ファクトチェックを導入した。米国には「FactCheck.org」をはじめ、「ポリティファクト」、

「スノープス」など政治家や公人の発言の事実関係をチェックする専門機関が多数存在し、多くの先進国でも同様
に複数のファクトチェック機関を抱えている。日本においては、このような動きは限定的であるが、一般社団法人
日本報道検証機構（GoHoo）が「ファクトチェック・イニシアティブ」を運営している。

デジタル・プラットフォーマーがこうした対策を進める一方で、既にユーザーの個人データを大量に蓄積してい
るデジタル・プラットフォーマーが情報を統制しうることへの懸念も存在する。

例えば、デジタル・プラットフォーマーによるアルゴリズムを用いた対策に対し、「アルゴリズムを事後的に検
査・監査できるようにすべき」との指摘がある＊47。これは、AI等のアルゴリズムによりヘイトスピーチやフェイ
クニュースを排除するとしても、アルゴリズム構築の時点で構築者の意思が（意図的/無意識的によらず）反映さ
れる可能性は排除できないためである。そして、アルゴリズムを全て公開した場合、それが悪用される恐れはある
ものの、透明性の確保は必要であるとする。

また、「デジタル・プラットフォーマーの役割が大きいことは間違いないが、マスメディア、学校、地域など
様々な組織・コミュニティが共に知恵を出し合い、議論に参加していく必要がある」との指摘もある＊48。

にΑるϧʔϧඋのಈ͖�
言論の自由やインターネット上の民主主義の保持の観点から、政府による規制は適切でないとする意見もある一

方で、近年では過激な言論やフェイクニュースが蔓延するインターネットコミュニティに疲弊してきたユーザーが

＊43	 European	$oNNssion-	1ress	 release（2016.05.31）ʠEuropean	$oNNission	and	 I5	$oNpanies	announce	$ode	of	$onduct	on	 illegal	
online	hate	speechʡ（http://europa.eu/rapid/press-release_I1-16-1937_en.htN）

＊44	 European	$oNNssion-	1ress	 release（2019.02.04）ʠ$ountering	 illegal	hate	speech	online	r	E6	$ode	of	$onduct	ensures	sXift	
responseʡɹ（http://europa.eu/rapid/press-release_I1-19-805_en.htN）

＊45	「:ahoo�χϡーε「ίϝϯトϓϩδΣクト」ͷऔりΈʵײڞと͖ͮؾをଅし、ݐઃ的なٞͷをͭ͘る」（2018.11.15）neXs)A$,
	 （https://neXs.yahoo.co.jp/neXshack/inside/yjneXs_coNNent2018.htNl）
＊46	ాେհ（2018）h 報ઓ૪を生͖ൈ͘	器としてͷ報Ϧςϥγーʱ
＊47	૯ল（2019）「σδλϧԽによる生׆ɾಇ͖ํͷӨڹにؔするௐࠪڀݚ」༗ࣝऀώΞϦϯά（ॣՏେֶܦࡁܦӦֶ෦	ീాਅ行।ڭत）

にͮ͘ج。
＊48	૯ল（2019）「σδλϧԽによる生׆ɾಇ͖ํͷӨڹにؔするௐࠪڀݚ」༗ࣝऀώΞϦϯά（ֶशӃେֶ法ֶ෦	ԕ౻ڭ܆त）にͮ͘ج。
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法規制やプラットフォーム運営者による対策を求める声が強くなってきたとの指摘もある＊49。
政府によるルール整備等の動きとしては、EUにおいて、欧州委員会が2016年5月に前述のデジタル・プラッ

トフォーマー4社との「行動規範」に合意を交わし、プラットフォーム事業者の自主的な取組を促している。この
ように、政府が直接規制を行うのではなく、民間企業の自主規制を組み合わせた形でルールを設ける手法を共同規
制という（第3節参照）。ドイツにおいては、ソーシャルメディア上で流通するフェイクニュースについても24時
間以内の削除を求めるとともに、削除できなかった場合は罰金を科すという法律を2018年1月に施行した。マ
レーシアでは、2018年4月に虚偽の情報を発信した個人や企業に罰則を科す法が成立し＊50、その他の国でもフェ
イクニュースへの対処方法や拡散した人々の処遇について検討が開始されている。なお、韓国においては、かつて
利用者10万人以上のサイトすべてに対して実名使用を強制する制度が設けられていたが、現在は廃止されてい
る＊51。

我が国では、総務省「プラットフォームサービスに関する研究会」において、フェイクニュースや偽情報への対
応に関する議論が行われており、同研究会の中間報告書では、「民間部門における自主的な取組を基本として、正
しい情報が伝えられ、適切かつ信頼しうるインターネット利用環境となるよう、ユーザリテラシー向上及びその支
援方策、また、ファクトチェックの仕組みやプラットフォーム事業者とファクトチェック機関との連携などの自浄
メカニズム等について検討をすることが適当」とされている。

サイバー空間の自由で安心・安全なデータの流通を実現する観点から、データの信頼性を確保する仕組みとし
て、EUではデータの改ざんや送信元のなりすまし等を防止するトラストサービスに着目している。2016年7月
に発効したeIDAS（electronic Identification and Authentication Services）規則により、電子署名、タイム
スタンプ、eシール等のトラストサービスについて包括的に規定している。我が国では、前述の「プラットフォー
ムサービスに関する研究会」の下に「トラストサービス検討ワーキンググループ」を開催し、トラストサービスに
関する①人の正当性を確認できる仕組み（利用者認証、リモート署名）、②組織の正当性を確認できる仕組み（組
織を対象とする認証、ウェブサイト認証）、③IoT機器等のモノの正当性を確認できる仕組み、④データの存在証
明・非改ざんの保証の仕組み（タイムスタンプ）、⑤データの送達等を保証する仕組み（eデリバリー）に関する
現状や制度的課題について検討を行っている。

＊49	総務省（2019）「デジタル化による生活・働き方への影響に関する調査研究」有識者ヒアリング（学習院大学法学部	遠藤薫教授）に基づく。
＊50	ナジブ政権が2018年総選挙直前に成立させたもので、成立直後から当時野党連合のトップだったマハティール氏を調査対象とするなど強権

的な手段として活用したことで、フェイクニュース対策を名目に政府が言論を取り締まる手段になるとの恐れが指摘されている。
＊51	 2004年から2012年まで導入。このポリシーによって減少した迷惑コメントは0.9％であり、実名性は罵倒や悪意あるコメントの排除には効

果がないことが判明した。（柳文珠（2013）「韓国におけるインターネット実名性の施行と効果」）
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1　͡Ίに
*P5ͷීٴʹΑΓɺ͋ΒΏΔਓϞϊ͕Πンλʔωοτʹͭͳ͕Γɺूੵ͞Εͨσʔλ͕৽ͨͳՁΛੜΈग़͢͜
ͱͰɺΒࣾ͠ձ͕ྑ͍ํʹมԽ͢Δʮ*P5ࣾձʯ͕౸དྷ͍ͯ͠Δɻ
૯লͰɺ͜ͷΑ͏ͳ*P5ࣾձͷ౸དྷΛ౿·͑ɺզ͕ࠃͷ*$5ۀ࢈ͷڝࡍࠃ૪ྗڧԽʹ͚ͨଌఆࢦඪͱͯ͠

ʮ*P5ڝࡍࠃ૪ྗࢦඪʯΛ����͔Βࡦఆ͠ɺެද͍ͯ͠Δɻʮ*P5ڝࡍࠃ૪ྗࢦඪʯɺੈքͷ*$5�*P5ɾ
αʔϏスͷ࣍ച্ߴ֤ۀاࠃͷγΣΞͷ؍͔Βɺ*$5ۀ࢈ʹ͓͚Δຊۀاͷڝ૪ྗͷҰ໘Λܭଌͨ͠ࢦඪͱ
ଊ͑Δ͜ͱ͕Ͱ͖Δɻʮ*P5ڝࡍࠃ૪ྗࢦඪʯͷߏɺਤද�ͷͱ͓Γɻ
ʪਤද�ɹʮ*P5ڝࡍࠃ૪ྗࢦඪʯͷߏʫ
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3　ຊۀاの状況　ʙ世界市場શମの状況ͱൺֱするͱʁ
ຊۀاͷঢ়گΛɺੈքࢢશମͷঢ়گͱൺֱ͢ΔͱɺͲͷΑ͏ͳ͕֬ೝͰ͖ΔͩΖ͏͔ɻ

ɾຊۀاੈքࢢの֦大をऔΓࠐΊて͍る͔
�  IP5をத৺にɺຊۀاおおΉͶੈքࢢの֦大をऔΓࠐΜͰ͍る͕ɺʮαʔόʯʮখجܕہʯͰɺੈ
քࢢ͕֦大するதͰຊۀاのച্ߴݮগ
·ͣɺ���������ʹ͓͚Δੈքͷࢢͱຊۀاͷച্ߴΛࢄਤʹΑͬͯൺֱ͢Δɻ
*P5ࢢͷΛத৺ʹɺੈքࢢͷͱຊۀاͷച্ߴ͓͓ΉͶಉਫ४Ͱ͋Γɺຊۀاੈք
ήʔϜʯʮςϨϏʯܕʯʮਾஔثػͰ͋Δ͜ͱ͕֬ೝͰ͖Δɻ·ͨɺʮ$BB4ʯʮԾԽگΊ͍ͯΔঢ়ࠐͷ֦େΛऔΓࢢ
Ͱɺੈքࢢͷ֦େΛ্ճͬͯຊۀاͷച্૿͕ߴՃͨ͠ͱ͍͏͜ͱ͕֬ೝͰ͖Δɻଞํɺʮαʔόʯʮখجܕ
গͨ͠ͱ͍͏͜ͱ֬ೝͰ͖Δɻʢਤද�ʣݮߴͷച্ۀا֦େ͍ͯ͠Δͳ͔ͰɺຊࢢʯͳͲͰɺੈքہ
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ɾੈքࢢͰしておΓɺຊۀاのࢢγΣΞも͍ߴものԿ͔
� ੈքのࢢとຊۀاのࢢγΣΞのํ͕͍ߴɺʮਾஔܕήʔムʯݶఆత
� ʮܞଳجہʯʮλブϨッτʯに͍ͭてɺํڞに͍
γΣΞΛ࣠ͱ͢Δάϥϑࢢͷۀاͱɺ����ʹ͓͚Δຊࢢɺ���������ʹ͓͚Δੈքͷʹ࣍
Ͱɺӈ্ʹҐஔ͢Δͷ΄Ͳɺੈքͷࢢ͕͘ߴɺຊۀاͷࢢγΣΞ͍ߴͱ͍͏͜ͱʹͳΔ
͕ɺʮਾஔܕήʔϜʯݶఆతʹͳ͍ͬͯΔɻଞํɺࠨԼʹҐஔ͢ΔʮܞଳجہʯʮλϒϨοτʯʹ͍ͭͯɺ
ੈքͷࢢͱຊۀاͷࢢγΣΞɺڞʹ͍ͱ͍͏͜ͱʹͳΔɻʢਤද�ʣ

ɾຊۀاのച্ߴの૿Ճɾݮগ͕ࢢγΣΞ֦大ɾॖখに݁ͼ͔ͭな͍ケʔス͕͋る
ຊۀاͷࢢγΣΞ֦େ͕·ΕΔɻ͔͠͠ɺવͳ͕Βɺຊۀاͷച্ߴͷ૿Ճɾݮগ͕ɺͦͷ··ࢢ
γΣΞͷ֦େɾॖখʹ݁ͼͭ͘Θ͚Ͱͳ͍ɻຊۀاͷച্૿͕ߴՃͨ͠߹Ͱ͋ͬͯɺੈքࢢͷ֦େͷ
߹͍ΛԼճ͍ͬͯΕɺࢢγΣΞॖখ͢Δ͜ͱʹͳΔɻ
ಉ༷ʹɺຊۀاͷച্
গͨ͠߹Ͱ͋ͬͯݮ͕ߴ
ɺੈքࢢͷॖখͷ߹
͍ͷํ্͕ճ͍ͬͯΕɺ
γΣΞ֦େ͢Δ͜ͱࢢ
ʹͳΔɻʢਤද�ʣ
͜ͷͨΊɺࢢγΣΞͷ
૿ՃݮগΛΈΔࡍʹɺͦͷഎܠΛѲ͢Δ͜ͱ͕ॏཁͱͳΔɻ
͜ͷʹ͍ͭͯɺখجܕہΛྫʹͱͬͯΈͯΈΔʢਤද���ʣɻંΕઢάϥϑ͕ࢢγΣΞͷ૿ݮΛࣔ͠ɺͦͷ
ཁҼͷ༁Λɺᶃੈքࢢͷ֦େɾॖখʢΉΒ͖͞ʣͱɺᶄຊۀاͷച্ߴͷ૿ݮʢΦϨンδʣΛάϥϑͰࣔ

ʪਤද�ɹੈքʹ͓͚Δ*$5ʗ*P5ͷࢢʢ���������ʣɾࢢنʢ����ʣͱຊۀاͷࢢシΣΞʢ����ʣʫ

ICT 製品等
IoT 製品
バブルの大きさは
世界の市場規模

スマートフΥン
1$

λϒϨοト

ಈը৴

クϥυΠンフϥʢ*BB4ʣ

クϥυプϥοトフΥーϜʢ1BB4ʣ

クϥυαーϏスʢ4BB4ʣ

クϥυαーϏスʢ$BB4ʣ

デーληンλー

マΠクロϛリ௨৴ثػ

ہجଳܞ

$BSSJFS��XJpΞクηスϙΠントثػ

ثػ/"-8

খجܕہ

ϧーλ͚ۀا

スΠον͚ۀا

ωοトϫークόοクϘーンثػ

ثػ(55'

ϒローυόンυ$1&

ԾԽ48�)8

ωοトϫークηΩュリςィ 48�)8

.&.4ηンα

ը૾ηンα
.$6 ディスクリートಋମ

3'ʢߴपʣಋମ

άϥフィοクಋମ

ςϨϏ

ਾஔܕήーϜ

ϙーλϒϧήーϜ

ΤΞϥϒϧʢใɾө૾ʣ

デδλϧαΠωーδੜମೝূシスςϜ

Χϝϥࢹ

ΤΞϥϒϧʢスϙーπɾフィοトωスʣ

ίンシューマϔϧスέΞثػ

9ઢ
Ի

ロϘοト༺ۀ࢈
1-$ マシンϏδϣン

自ಈं͚ηϧϥーϞδューϧ

スマートϝーλー

スマートর໌ثػ

ւఈέーϒϧʢ௨৴ʣ

ޫファΠό

ストϨーδʢ44%ɺ)%%ʣ

αーό

ʵ���

ʵ���

ʵ���

��

���

���

���

���

����

�� ��� ��� ��� ��� ����

世
界
の
市
場
成
長
率

ຊۀاͷࢢγΣΞ

ʢग़యʣ૯লʮ*P5ڝࡍࠃ૪ྗࢦඪʯʢ����ʣ

ʪਤද�ɹຊۀاͷࢢシΣΞ֦େɾॖখͷύλーンʫ

ຊࢢۀاγΣΞ ˣ
ʢॖখʣ

ˢ
ʢ֦େʣ

ˠ
ʢԣ͍ʣ

ˢ
ʢ֦େʣ

ˣ
ʢॖখʣ

ੈքࢢ ˢˢ
ʢ֦େʣ

ˢ
ʢ֦େʣ

ˢ
ʢ֦େPSॖখʣ

ˣˣ
ʢॖখʣ

ˣ
ʢॖখʣ

ຊۀاച্ߴ ˢ
ʢ֦େʣ

ˢˢ
ʢ֦େʣ

ˢ
ʢ֦େPSॖখʣ

ˣ
ʢॖখʣ

ˣˣ
ʢॖখʣ

ʢग़యʣɹ૯ল࡞
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͍ͯ͠Δɻ
ྫ͑ɺ����͔Β����ʹɺຊۀاͷࢢ
γΣΞ૿Ճ͍ͯ͠Δ͕ɺ͜Εຊۀاͷച্ߴͷ૿Ճ
͕ੈքࢢͷ֦େͷ߹͍Λ্ճ͍ͬͯͨͱ͍͏͜ͱʹͳ
Δɻʢਤද���ʣ
����͔Β����ʹɺຊۀاͷࢢγΣΞݮ
গ͍ͯ͠Δ͕ɺ͜Εɺ૬ରతʹΞδΞଠฏ༸ҬͳͲͷ
ੈքࢢ͕֦େ͢Δதʹ͋ͬͯɺࠃࢢখن＊1͔ͭ
ख़Խʹ͋Γɺຊۀاച্ߴΛॖখͤͨ͜͞ͱʹ
͋Δͱ͑ߟΒΕΔɻʢਤද���ʣޙࠓɺ�(͚T9(1͚ͷࢢͷ͕ࠐݟ·Εɺੵۃతͳࢢ։͕ظ͞
ΕΔɻ

�　ओཁ1�͔ࠃɾҬͰ市場シΣΞΛൺֱする
*P5ڝࡍࠃ૪ྗࢦඪͰɺຊɾถࠃɾதࠃɾؖࠃɾɾυΠπɾϑϥンスɾΦϥンμɾスΣʔσンɾϑΟン
ϥンυͷ��͔ࠃɾҬͷۀاΛରʹɺࢢγΣΞΛௐࠪɾੳ͍ͯ͠ΔɻͦͷதͰɺຊͲͷΑ͏ͳ
ͰੈքτοϓγΣΞΛΊ͍ͯΔͷͩΖ͏͔ɻ
�  ຊɺIP5Ͱʮۀ࢈༻ϩϘッτʯʮコンγϡʔϚϔϧスケΞثػʯʮσジλϧαΠωʔジʯの�߲ɺI$5
Ͱʮϙʔλブϧήʔムʯʮਾஔܕήʔムʯʮը૾ηンαʔʯの�߲ͰੈքτッϓγΣΞをΊる
*P5ͷࠃɾҬผࢢγΣΞΛࣔͨ͠ͷ͕ਤද�ɺ*$5ͷࠃɾҬผγΣΞΛࣔͨ͠ͷ͕ਤද�Ͱ
͋Δɻ*P5Ͱʮۀ࢈༻ϩϘοτʯʮίンγϡʔϚϔϧスέΞثػʯʮσδλϧαΠωʔδʯͷ�߲ɺ�*$5
ͰʮϙʔλϒϧήʔϜʯʮਾஔܕήʔϜʯʮը૾ηンαʔʯͷ�߲ͰੈքτοϓγΣΞΛΊ͍ͯΔ͜ͱ͕͔
Δɻ·ͨɺถࠃதੈ͕ࠃքτοϓγΣΞΛΊ͍ͯΔ͕ଟ͍͜ͱ͔Δɻ

ʪਤද���ɹখجܕہɹωοトϫークߏਤʫ

খجܕہ

ηΩュリςィ
ήートΣΠ

-5&௨৴
ஔޚ੍

ઃඋऀۀࣄ௨৴ؾి

ϒϩʔυόンυ
ωοτϫʔク

Πンλʔωοτ

ʪਤද���ɹΞδΞଠฏ༸Ҭʹ͓͚Δখجܕہग़ՙֹۚʢ୯Ґɿ����υϧʣʫ

���
ʢˈʣ

���
���
���
���
���
���
���
�
$:�� $:�� $:�� $:�� $:�� $:�� $:�� $:��

3VSBM�BOE�SFNPUF 6SCBO &OUFSQSJTF

ʢग़యʣ*)4マーΩοト

ʪਤද���ɹࢢシΣΞͷ૿ݮཁҼͷղʢখجܕہͷྫʣʫ

ʵ���

ʵ���

�

���

���

��������� ��������� ��������� ���������

ʢग़యʣ૯লʮ*P5ڝࡍࠃ૪ྗࢦඪʯʢ����ʣデーλ͔Β࡞

＊1	 日本ͷܞଳج地ࢢہは、Ϛクϩηϧج地ہによるΧόーൣғが͘不ײ地ଳ͚ͷࢢがখنとͷํݟが͋る。
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ʪਤද�ɹ*P5ͷࠃɾҬผࢢシΣΞʫ
ຊ ถࠃ ಠࠃ ࠃؖ தࠃ ࠃ Φϥンμ スΣーデン フィンϥンυ 

�� ��� ��� ��� ��� ��� ��� ��� ��� ��� ����

ʻຌྫʼ

*P5ܭ

ΤΞϥϒϧʢใɾө૾ʣ
デδλϧαΠωーδ
ੜମೝূシスςϜ

Χϝϥࢹ

ΤΞϥϒϧʢスϙーπɾフィοトωスʣ
ίンシューマϔϧスέΞثػ

9ઢ
Ի

ロϘοト༺ۀ࢈
プロάϥマϒϧロδοクίントローϥ

マシンϏδϣン

自ಈं͚ηϧϥーϞδューϧ

スマートϝーλー
スマートর໌ثػ

%��スマート

%��ίωクςουΧー

%��スマート
������ΤωϧΪー

%��ϔϧスέΞ

%��スマート
ɹ���シςィ

ʢग़యʣ૯লʮ*P5ڝࡍࠃ૪ྗࢦඪʯʢ����ʣ

ʪਤද�ɹ*$5ͷࠃɾҬผࢢシΣΞʫ
ຊ ถࠃ ಠࠃ ࠃؖ தࠃ ࠃ Φϥンμ スΣーデン フィンϥンυ 

�� ��� ��� ��� ��� ��� ��� ��� ��� ��� ����

ʻຌྫʼ

ܭ$5*

ఆ௨৴αーϏスݻ
Ҡಈମ௨৴αーϏス

ಈը৴

クϥυΠンフϥʢ*BB4ʣ
クϥυプϥοトフΥーϜʢ1BB4ʣ

クϥυαーϏスʢ4BB4ʣ
クϥυαーϏスʢ$BB4ʣ

クϥυαーϏスʢཧファシリςィʣ
デーληンλーʢऀۀࣄച্ߴʣ

ϧーλ͚ۀا
スΠον͚ۀا

ωοトϫークόοクϘーンثػ
ثػ(55'

ϒローυόンυ$1&
ԾԽ48�)8

ωοトϫークηΩュリςィ 48�)8

マΠクロϛリ௨৴ثػ
ہجଳܞ

$BSSJFS��XJpΞクηスϙΠントثػ
ثػ/"-8
খجܕہ

.&.4ηンα
ը૾ηンα

.$6
ディスクリートಋମ
3'ʢߴपʣಋମ
άϥフィοクಋମ

ޫファΠόέーϒϧ
ւఈέーϒϧシスςϜ

スマートフΥン
1$

λϒϨοト

ςϨϏ
ਾஔܕήーϜ

ϙーλϒϧήーϜ

ストϨーδ	44%ɺ)%%ʣ
αーό

#��Ҡಈܥ
�����ωοトϫークثػ

ܥఆݻ��#
�����ωοトϫークثػ

%��ใ

%��Ոిɾ0"ثػ

$��ಋମ

"�クϥυ�
���デーληンλー

%��ใデόΠス

0�αーϏス�
����Ξプリέーシϣン

$��௨৴έーϒϧ

˞ޫファΠόɺ����

ʢग़యʣ૯লʮ*P5ڝࡍࠃ૪ྗࢦඪʯʢ����ʣ
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�　ʮ*P5ڝࡍࠃ૪ྗʯͱԿ͔
*P5ڝࡍࠃ૪ྗࢦඪɺ͋͘·Ͱۀاͷͷച্ߴͷσʔλΛ༻͠ɺ·ͨɺͦͷۀاͷຊ͕ࣾଐ͢Δࠃɾ
ҬΛجʹཧΛ͍ͯͬߦΔɻ͔͠͠ͳ͕Βɺ*$5ͷൃలɾීٴΛഎܠͱͯ͠άϩʔόϧɾόリϡʔチΣʔンͷߏ
ங͕ਐΜͰ͓Γɺྫ͑ຊ࠷͕ۀاऴΛ͠ɺ༌ग़͢ΔͷͰ͋ͬͯɺ෦ଞ͔ۀاࠃΒ༌ೖ͢Δ
ͱ͍ͬͨঢ়͕گແࢹͰ͖ͳ͘ͳ͖͍ͬͯͯΔɻʢਤද�ʣ
͜ͷ*P5ڝࡍࠃ૪ྗࢦඪͰɺ֤ɾαʔϏスͷ༌ग़ֹʹ͓͚ΔγΣΞ͜ͷΑ͏ͳ࠷ऴɾ෦ͷؔΛܭ
ଌ͍ͯ͠ͳ͍ͨΊɺ༌ग़ֹ͕ॏෳ্ͯ͠͞ܭΕ͍ͯΔՄੑɺ࣮ࡍʹͦͷ͕ࠃͲΕ͚ͩͷՃՁΛग़ͨ͠ͷ
͔ܭଌͰ͖͍ͯͳ͍͜ͱʹͳΔɻ͜ͷΑ͏ͳதͰɺ0&$%ͰɺՃՁϕʔスͷқ౷ܭΛ࡞͠σʔλΛఏ
ΔཁҼΛऔΓআ͖ɺՃՁͷྲྀΕͷΈ্͍ͯ͠ܭͷ૯༌ग़ֹ͕ॏෳߦݱɺํ͑ߟΔɻʢਤද��ʣͦͷ͍ͯ͠ڙ
Λܭଌ͢Δͱ͍͏ͷͰ͋Δ＊2ɻ
͜ͷΑ͏ͳ͜ͱΛഎܠʹɺ୯ʹ֤ۀاࠃʹΑΔͷച্ߴࢢγΣΞ͚ͩΛΈͯɺͦΕ͕ͦͷ͕ۀاଐ
͢ΔࠃɾҬͷʮڝࡍࠃ૪ྗʯͱ͍͑Δͷ͔ͱ͍͏͕͋Δɻ
ʪਤද�ɹຊͷ*$5ࡒछྨผɾରผ༌ग़ೖֹͷਪҠʫ

ʵ������

ʵ�����

�

�����

������

������

���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ����

ʢ༌ग़ʣΞδΞଠฏ༸ ʢ༌ग़ʣΞフリΧ ʢ༌ग़ʣΞϝリΧ
ʢ༌ग़ʣԤभ ʢ༌ೖʣΞフリΧ ʢ༌ೖʣΞϝリΧ
ʢ༌ೖʣԤभ ʢ༌ೖʣΞδΞଠฏ༸ ऩࢧ

ʢ୯Ґɿඦສυϧʣ

ʵ������

ʵ�����

�

�����

������

������

���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ����

ʢ༌ೖʣίンϐューλपลثػ ʢ༌ೖʣ௨৴ثػ ʢ༌ೖʣՈిثػ ʢ༌ೖʣిࢠ෦
ʢ༌ೖʣͦͷଞ ʢ༌ग़ʣίンϐューλपลثػ ʢ༌ग़ʣ௨৴ثػ ʢ༌ग़ʣՈిثػ
ʢ༌ग़ʣిࢠ෦ ͦͷଞ ऩֹࢧ

ʢ୯Ґɿඦສυϧʣ

ʢʣ

ʢʣ

༌ग़
↑

↓
輸入

༌ग़
↑

↓
輸入

ʢग़యʣ6/$5"%�45"5͔Β࡞

＊2	 0E$%	ʠIN5ER$0NNE$5E%	E$0N0MIES:	#ENE'I5ING	'R0M	G-0#A-	7A-6E	$)AINSʡ（2013）を参照
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·ͨɺਓʢ"*ʣ*P5ͷར༻ʹΑͬͯੜΈग़͞ΕΔσʔλͷྔ࣭͕Ձͷݯઘͱͳ͖͍ͬͯͯΔʹΑ
Γɺ*$5ۀ࢈ͷߏมԽ͕͍͖ͯͯͬ͜ىΔɻྫ͑ɺσδλϧɾϓϥοτϑΥʔϚʔͱݺΕΔ͕ۀاɺ.�"Λ
Ί͖͍ͯͯΔɻߴʹΛେ෯ײࡏͰͷଘࢢɺੈքͭͭ͠ۦ
*P5ʹ͍ͭͯɺ*%$ʹΑΔͱɺ����Ҏ߱ͷ*P5ࢢͰɺҎ্ʹϓϥοτϑΥʔϜσʔλੳαʔϏ
スͰͷ͍ߴ͕ࠐݟ·Ε͍ͯΔɻʢਤද��ʣ͜ͷΑ͏ͳதͰɺ*P5ڝࡍࠃ૪ྗࢦඪʹ͓͍ͯɺ*P5ʹ͍ͭͯ͋
͘·Ͱͷച্ߴΛ༻͍͍ͯΔɻ͜ͷ؍͔Βɺʮ*P5ڝࡍࠃ૪ྗʯΛత֬ʹධՁͰ͖͍ͯΔͷ͔Ͳ͏͔ͱ͍
͏՝͕͋Δɻ

ʪਤද��ɹՃՁϕースқ౷3＊ܭʫ

ՃՁϕースқ౷ܭͷํ͑ߟ

૯༌ग़ʢ���ʣ

ࠃ"

ࠃ#

ࠃ$

૯༌ग़ʢ���ʣ

ՃՁʢ��ʣ

ՃՁʢ���ʣ

ɿैདྷͷқ౷ܭ
ɹʢάロスϕースʣ

ɿՃՁϕースқ౷ܭ

ʪਤද��ɹੈքٴͼຊͷ*P5ࢢࢧग़ֹ༧ଌͱٕज़ผׂ߹ʫ

ϋーυΣΞ ίωクςィϏςィ ιフトΣΞ αーϏス ϋーυΣΞ ίωクςィϏςィ ιフトΣΞ αーϏス

ᶃɹࠃ*P5ࢢࢧग़ֹ༧ଌͱٕज़ผׂ߹ਪҠ ᶄɹੈք*P5ࢢࢧग़ֹ༧ଌͱٕज़ผׂ߹
ฏۉ
ʢ�����ʣ

શମɹ�����

αーϏスɹ�����

ιフトΣΞɹ�����

ϋーυΣΞ

���

�
���
���
���
���
���
���
���
���

���� ����

ʢ୯Ґɿ��ԯυϧʣʢ୯Ґɿेԯԁʣ

�����

�����

�����

�����

���

/PUF��
*%$Ͱɺࠃ*P5ࢢʹର͢ΔϢーβーࢧग़ֹΛɺʢ�ʣϋーυΣΞʢηンαーʗϞδューϧɺαーόーɺストϨーδɺηΩュリ
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＊3	 େֶڀݚࡁܦॴ年報ɹ第31号ɹ「2050年ͷੈքに͚て日本はԿをす͖͔」ɹp134ਤ表30	（0E$%	ʠInterconnected	
EconoNies:	#enepting	'roN	GloCal	7alue	$hainsʡ	をجにN55σーλܦӦڀݚॴが࡞。）

IP5 国ڝࡍ૪ྗࢦඪ（���� ࣮）にΈるࢢಈ コラム
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1　準天頂衛星システム（みちびき）の利活用促進に関する取組
զ͕ࠃͰɺ����ΑΓจ෦Պֶলɾڀݚཱࠃ։ൃ๏ਓӉڀݚۭߤ։ൃߏػʢ+"9"ʣɺ૯লɺۀ࢈ࡁܦলɺ
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ʢग़యɿֳӉ։ൃઓུਪਐࣄہʮ४ఱӴシスςϜʰΈͪͼ͖ ʯɦ＊1ʢ����ʣΛ࡞ʹجʣ

४ఱӴγスςム

コラム COLUMN2

＊1	 http://qzss.go.jp/usage/userreport/isos7j000000j17g-att/use-cases_20190130.pdf
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2　世界における衛星測位システムの動向
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＊2	 GSA「GNSS	Market	Report	Issue5」によると、GNSSという用語が国際的に用いられている。

४ఱӴγスςム コラム

I
C
T
と
デ
ジ
タ
ル
経
済
は
ど
の
よ
う
に
進
化
し
て
き
た
の
か

第
1
章

令和元年版　情報通信白書　ୈ�෦ 119



3　システムに関する世界市場の状況
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＊3	 米国衛星産業協会（SIA：Satellite	Industry	Association）が発行する「2018	State	of	the	Satellite	Industry」による。
＊4	 2017年公表分では、地上機器を「ネットワーク機器（9.1％）」「衛星測位機器（74.6％）」「民生機器（16.3％）」に分類して数値を公

表していたが、2018年公表分より、「衛星測位機器」は「民生機器」に統合されているため、正確な数値は不明。（一般社団法人日
本航空宇宙工業会会報「航空と宇宙」第777号、第765号を参照）

＊5	 欧州GNSS監督庁（GSA:	European	GNSS	Agency）
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＊6	 GSAが発行する「GNSS	Market	Report,	Issue5」2017による。
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人工知能（AI）のもたらす
新たなチャンスとリスク
－英国ケンブリッジ大学におけるAI研究を通して考えたこと－

コラム COLUMN3
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όʔυେֶίϩンϏΞେֶɺέンϒリοδେֶͱڞࡍࠃಉڀݚ͓ͯͬߦΓɺ�����݄͔Β�����݄·Ͱ
έンϒリοδେֶͰܞʹڀݚ֎ࡏΘΒΕͨɻӳࠃͰͷ֤ऀڀݚࠃͱͷٞ౿·͑ɺਓʢ"*ʣͷͨΒ͢
৽ͨͳチャンスͱリスクʹ͍͍͍ͭͯͨͩͨߘدɻ

"*にରするӳࠃの༕ྀ
ਓʢ"*ʣͱ͍͏ݴ༿͕ΛूΊ͍ͯ·͕͢ɺ
ຊͰɺమΞτϜυϥ͑Μʹද͞ΕΔΑ͏ͳɺϙ
δςΟϒͳΠϝʔδ͕ͨ࣋ΕΔ͜ͱ͕ଟ͍ͱ͍ࢥ·͢ɻ·
ͨɺޙࠓ͕ͪͨࢲ໘͢ΔྸߴԽਓݮޱগʹରͯ͠ɺ
"*ϩϘοτ͕ͨΒ͢৽ͨͳチャンスʹେ͖ͳظ͕د
ͤΒΕ͍ͯ·͢ɻ͔͠͠ͳ͕ΒɺӳࠃԤभͰɺλʔϛ
ωʔλʔͷөըʹද͞ΕΔΑ͏ͳਓؒΛࢧ͠ɺࣾձΛ
ഁյ͢ΔωΨςΟϰͳΠϝʔδ͕ͨ࣋ΕΔ͜ͱ͕ଟ͍Α͏
Ͱ͢ɻͦͯ͠ɺࣦۀ֨ࠩͳͲɺ"*͕ͨΒ͢৽ͨͳリス
クʹର͢Δෆ͕҆ΑΓଟ͘ޠΒΕ͍ͯ·͢ɻ
ॴͰ͋Δڀݚ*"ॴଐ͍ͯ͠Δέンϒリοδେֶͷ͕ࢲ

ʮͷະདྷʯڀݚॴʢ$'*��-FWFSIVMNF�$FOUSF�GPS�UIF�
'VUVSF�PG�*OUFMMJHFODFʣɺリスクʹؔ͢Δڀݚॴʢ$4&3��
$FOUSF�GPS�UIF�4UVEZ�PG�&YJTUFOUJBM�3JTLʣΛซઃ͠ɺظతͳリスク͔ΓͰͳ͘ظతͳリスクؚΊͯɺ"*
ॴʢڀݚ෦ΞΠβοクɾχϡʔτンֶॴͷଞʹɺڀݚΘΕ͍ͯ·͢ɻέンϒリοδେֶͰɺ͜ͷߦ͕ڀݚ
ֶʣɺίンϐϡʔλʔɾαΠΤンスͳͲࣗવՊֶܥͷΈͳΒͣɺֶྺ࢙ɺֶޠݴͳͲਓจࣾձՊֶܥͷֶ෦Ͱɺ
"*ʹؔͯ͠クリςΟΧϧͳ͕ٞߦΘΕ͍ͯ·͢ɻ
Ұํɺۀاଟ͘έンϒリοδʹਐग़͍ͯ͠ΔͨΊɺϏδωス
ʹؔ͢Δ"*ηϛφʔΠϕンτຖिͷΑ͏ʹ։͞࠵Ε͍ͯ·͢ɻ
έンϒリοδɾϫΠϠϨスΞϚκンɺϑΣΠスϒοクɺσΟʔϓ
ϚΠンυɺέンϒリοδɾίンαϧλンτͳͲʹΑΔϏδωスύʔ
ιンҰൠ͚ͷ"*ΠϕンτͰɺ"*͕ͨΒ͢৽ͨͳチャンスͱ
リスクʹؔͯ͠ɺൃ׆ͯ͑ަֶ࢈ͳ͕ٞߦΘΕ͍ͯ·͢ɻࢲ
έンϒリοδେֶ٬һڀݚһͱͯ͠ɺ͜ΕΒͷΠϕンτʹՃ͑ϩン
υンͰ։͞࠵ΕͨϩΠϠϧɾιαΠΤςΟʹΑΔ:PV�BOE�"*ɺ
5FDI6,ʹΑΔσδλϧྙཧαϛοτɺΞϥンチϡʔリンάڀݚॴ
ࡏӳຊେؗͳͲɺଟ͘ͷ"*Πϕンτʹট͖ͯ͠·ͨ͠ɻ
͜ͷίϥϜͰɺࢀ͕ࢲՃͨ͜͠ΕΒͷ"*ʹؔ͢ΔηϛφʔΠ
ϕンτΛ௨ͯ͠ఏࣔ͞Εͨ՝ͷதͰɺͪͨࢲຊਓʹͱͬͯಛʹ
ॏཁͱࢥΘΕΔ�ͭͷʹ͍͖͍ͯͨͯ͠͠ߟͱ͍ࢥ·͢ɻͦͯ͠ӳࠃʹ͓͚Δ"*͔ڀݚΒ"*࣌Λੜ͖Δ
ͨΊʹඞཁͳʮώϡʔϚンɾϑΝʔスτɾΠϊϕʔγϣンʯʹ͍ͭͯड़͍ͨͱ͍ࢥ·͢ɻ

("'"ͱதࠃにରするݒ೦
ӳࠃʹ͓͍ͯ"*ʹؔͯ͠ඞͣࣔࠦ͞ΕΔͷɺΞϝリΧɺͦͯ͠தࠃʹର͢Δݒ೦Ͱ͢ɻޙࠓΞϝリΧதࠃͰ
։ൃ͞Εͨ"*͕ੈքதͰར༻͞ΕΔՄੑ͕͋ΔͰ͠ΐ͏ɻ͜ͷ͜ͱ͕ͨΒࣾ͢ձతͳΠンύクτʹ͍ͭͯɺ

έンϒリοδେֶηϛφーʹͯ

ʪਤද�ɹΧΦスͷԑͷ"*ࣾձʫ

ਓؒੑͷࣦ

ഉআ

ΧΦス

自己࣮ݱ

แઁ

ଓՄࣾձ࣋

チャンス リスク

ࣾձूஂ

ਓݸ

早稲田大学文学学術院
तڭ�ࢬརڮߴ

ͯʹ࿈ʮ"*�GPS�(PPEʯάローόϧαϛοトࠃ

人工知能（AI）のもたらす新たなチャンスとリスクɹ－英国ケンブリッジ大学における AI 研究を通して考えたこと－コラム
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ͳ͚ΕͳΒͳ͍ͷ͔͠Ε·ͤΜɻ͑ߟͪͨࢲ
ӳࠃͰฉ͘ΞϝリΧʹର͢Δݒ೦ɺ("'"ʢάʔάϧɺΞϚκンɺϑΣΠスϒοクɺΞοϓϧʣʹΑΔσʔλ
ͷಠͱόΠΞスʹू͞Ε·͢ɻྫ͑ɺࡏݱɺനਓͷதஉੑʹภͬͨσʔληοτ͕༻͍ΒΕ͍ͯΔͨΊɺ
ͷਃΛͨ͠߹ʹɺेͳσʔλ͕ͳ͍ͨΊʹ"*ਃΛ٫Լ͢ΔՄੑ͕͋Γ·͢ɻݥਓͷए͍ঁੑ͕อࠇ
·ͨɺब৬ݧࢼʹ"*Λ༻͍ͨ߹ɺஉੑίンϐϡʔλʔɾΤンδχΞɺঁੑઐۀओ්ͱ͍͏ैདྷͷσʔληο
τ͕༻͍ΒΕΔ͜ͱʹΑΓɺঁੑ͕ࣄΛಘΒΕʹ͘͘ͳΓɺ݁Ռతʹอकతͳஉੑத৺ࣾձΛڧԽͯ͠͠·͏Մ
ੑ͕͋Γ·͢ɻ
Ұํɺதࠃʹؔͯ͠ಛʹݒ೦͕ଟ͘ޠΒΕ͍ͯ·͢ɻӳࠃԤभͰϓϥΠόγʔอޢ๏͕͘͠ݫ༻ग़དྷͳ
͍Α͏ͳσʔλΛɺதࠃͰࣗ༝ʹ༻Ͱ͖ΔͨΊɺத͕ۀاࠃఏࣔ͢Δଟֹͷใुͱͱʹɺଟ͘ͷ༏लͳΤン
δχΞ͕"*։ൃͷͨΊʹதࠃʹྲྀΕ͍ͯΔͱ͍͏ͷͰ͢ɻ·ͨதࠃͷ"*։ൃʹ͓͚Δྙཧ৴པੑʹର͢Δݒ೦
ଟ͘ද໌͞Ε͍ͯ·͢ɻ
·ͳ͚ΕͳΓྀ͠ߟͯؔ͠ʹڹՌ͔ΓʹΛୣΘΕ͕ͪͰ͕͢ɺ"*͕ͨΒ͢จԽతͳӨޮࡁܦͪͨࢲ
ͤΜɻϨΠϞンυɾΟリΞϜζʢ3BZNPOE�8JMMJBNTʣจԽΛʮੜ༷ࣜ׆ʯͱఆ͍ٛͯ͠·͢ɻਓͼͱͷৗ
ੜ׆Λ௨ͯ͠ʑੜ͞ΕΔେͳσʔλΛ༻͍ͯ։ൃ͞Εͨ"*·ͨɺจԽతͳӨڹΛड͚Δ͜ͱʹͳΔͰ͠ΐ
͏ɻ��ੈلԤभॾࠃʹΑΔఇࠃओ͕ٛੈքΛͨ͠ݖͱݴΘΕ·ͨ͠ɻͦͯ͠ɺ��ੈلϚクυφϧυίΧ
ίʔϥͳͲͷফඅจԽϋリουΛத৺ͱͨ͠ΞϝリΧʹΑΔʮϝσΟΞจԽఇࠃओٛʯʹΑΓɺੈքͷΞϝリ
ΧԽ͕ࢦఠ͞Ε·ͨ͠ɻ��ੈلΞϝリΧதࠃʹΑΔʮ"*จԽఇࠃओٛʯͷ࣌ʹಥೖ͢ΔͷͰ͠ΐ͏͔ʁ

"*ྙཧのջٙɿຊのϩϘοτจԽにରするݒ೦
͜ͷΑ͏ͳถࠃͱதࠃͷ"*ڧ�ʹରͯ͠ɺӳࠃԤभɺྙཧ੍نʹΑΔରࡦ߅Λ͍ͯ͡ߨΔΑ͏ʹࢥΘΕ·
͢ɻࡏݱɺ"*ྙཧͷΨΠυϥΠンݪଇ͕ࠃҬͰఏࣔ͞Εɺࡍࠃϧʔϧ࡞Γ͕ٸͱ͞Ε͍ͯ·͢ɻέンϒリο
δେֶΦοクスϑΥʔυେֶͰɺଟ͘ͷਓจࣾձՊֶऀ͕த৺ͱͳͬͯɺ֤ࠃؔػࡍࠃʹΑͬͯఏࣔ͞Εͨ
"*ྙཧݪଇͷ༁Λ͍ߦɺΜʹൺֱݕ౼͞Ε͍ͯ·͢ɻ͔͠͠ͳ͕Βࡍࠃϧʔϧ࡞Γʹ͚͕ٞͯࠓͨͬ·࢝ɺ
ͳʹ໘͍ͯ͠·͢ɻࠁਂ
ԿނͳΒ"*ྙཧͰ༻͍ΒΕ͍ͯΔ֓೦ʢʮެฏੑʯʮઆ໌ʯɺʮಁ໌ੑʯͳͲʣඇৗʹߴͰந͕ߴ
͍ҰํͰɺ࣮ࣾݱձʹ͓͚Δྙཧݸʑͷࣾձతจ຺ʹґ͍ͯ͠ڌΔ͔ΒͰ͢ɻྫ͑ɺέンϒリοδେֶͷΤΠ
υリΞンɾΣϥʔʢ"ESJBO�8FMMFSʣത࢜ɺʮಁ໌ੑʯͷ֓೦Ұͭͱͬͯɺ։ൃऀɺར༻ऀɺ੍نͳͲཱࡦ
ҊऀͷཱʹΑͬͯҙຯ͢Δͷ͕ҧ͏ͨΊɺఆ͚ٛͭΔ͜ͱࠔͰ͋Δͱड़͍ͯ·͢ɻ
͞Βʹɺࡍࠃϧʔϧ࡞Γʹͯͬࢸɺֶऀ͕͜Ε·Ͱॏཁͯ͜͠ࢹͳ͔ͬͨจԽతͳࠩҟͷʹ໘͍ͯ͠
·͢ɻྫ͑ɺԤभʹ͓͚ΔϩϘοτͷ੍نΛݕ౼͍ͯ͠ΔԤभٞձͷϚσΟɾσϧϰΥʔʢ.BEZ�%FMWBVYʣٞ
һ࣍ͷΑ͏ʹड़͍ͯ·͢ɻʮͪͨࢲຊʹ͋ΔਓؒͷΑ͏ͳϩϘοτཉ͘͠ͳ͍ͷͰ͢ɻϩϘοτਓؒΛ
ॹతʹґଘͤ͞Δ͖Ͱͳ͍ͱ͍͏ݑষͷ੍ఆΛఏҊ͠·ͨ͠ɻཧతͳ࿑ಇʹؔͯͪͨ͠ࢲϩϘοτʹґ
ଘ͢Δ͜ͱͰ͖·͕͢ϩϘοτ͕ਓؒΛѪ͢Δͱ͔ࣗͷ൵͠ΈΛͯ͘͡ײΕΔͳͲͱΔ͖Ͱ͑ߟܾͯ͠
ͳ͍ͷͰ͢ɻʯ
ӳࠃԤभͰɺϝσΟΞϩϘοτʹաʹ৺ཧతؔ༩ࣾձతີੑΛ๊͘ਓʮWVMOFSBCMFʢই͖ͭ͢
͍ਓʣʯͱͯ͠ଊ͑ΒΕ͍ͯ·͢ɻ"*ྙཧͷࠜఈʹ͋Δʮਓؒͷଚݫʯʹ͍ͭͯɺ��ؒʹΘͨͬͯ"*ڀݚͷಈ
Λݟଓ͚͖ͯͨϚʔΨϨοτɾϘʔσンʢ.BSHBSFU�"��#PEFOʣɺ"*։ൃʹ͓͍͕ͯͪͨࢲӽ͍͚͑ͯͳ͍Ұ
ઢʢSFE�MJOFʣͱͯ͠ɺʮຊֹ͕ڊͷۚࢿΛͯ͠ࢿਪ͠ਐΊ͍ͯΔΑ͏ͳհޢݽಠͳਓͷέΞΛ"*ϩϘοτ
ʹͤ͞Δ͖Ͱͳ͍ɻਓؒͷଚݫΛकΔ͖Ͱ͋Δʯͱओு͍ͯ͠·͢ɻ
ࣾྸߴձΛܴ͑Δࠓɺͪͨࢲຊਓʹͱ͍͚ͬͯ͑ͯͳ͍ҰઢʢSFE�MJOFʣͱͲ͜ͳͷͰ͠ΐ͏͔ʁ

ϗϠԽするਓؒʁɿ"*ґଘにΑるਓؒੑのࣦ
͜ͷΑ͏ʹӳࠃԤभͰɺΞϝリΧதࠃʹΑΔ"*։ൃɺຊʹ͓͚ΔϩϘοτͱਓؒͷؔੑʹରͯ͠൷
తݟղ͕ଟ͘ݟΒΕΔҰํͰɺΑΓࠜຊతͳͱͯ͠ɺ"*ʹաʹґଘ͢Δ͜ͱʹΑͬͯɺຊདྷਓؒʹͱͬͯඞ
ཁͳྗΛࣦ͏ݒ͍ͯͭʹੑݥة೦͞Ε͍ͯ·͢ɻ
ֶऀͷϔンリクɾγϡʔωϕϧクʢ)FOSJL�4DIPFOFCFSHʣɺϗϠͷྫΛ༻͍ͯɺ"*ʹΑΔਓؒੑͷࣦʹ

人工知能（AI）のもたらす新たなチャンスとリスクɹ－英国ケンブリッジ大学における AI 研究を通して考えたこと－ コラム
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ͲΓͨʹؠͳΔͱੜ֔ཹ·Δʹظ࣌ւΛӭ͗·ΘΓ·͕͢ɺ͋ΔظΛ໐Β͍ͯ͠·͢ɻϗϠɺ༮গܯ͍ͯͭ
ண͖·͢ɻͦͯ͠࠷ॳʹ͢Δ͜ͱɺࣗͷͱਆܥܦΛ৯ͱͯ͠ফԽ͢Δ͜ͱͩͦ͏Ͱ͢ɻ
"*͕ҩྍ࢘๏ͷݱʹಋೖ͞ΕΔ͜ͱʹΑΓɺҩࢣห࢜ޢͳͲઐՈͷ͞ݮ͕ܰࣄΕͨΓɺࣗಈӡసͷಋೖ

ʹΑΓӡసٕज़ΛֶͿඞཁ͕ͳ͘ͳͬͨΓɺڭҭʹ͓͍ͯॏ͞ࢹΕ͖ͯͨهԱྗࣝྔ͕άʔάϧࡧݕ4JSJͳͲ
ʹΑΓඞཁ͕ͳ͘ͳΔͳͲɺ"*ͷಋೖʹΑͬͯ͜Ε·Ͱඞཁͱ͞Ε͖ͯͨスΩϧ͕ඞཁͳ͘ͳΔՄੑ͕͋Γ·͢ɻ
͔͠͠ͳ͕ΒͦͷҰํͰɺ৽ͨͳスΩϧඞཁͱ͞ΕΔͰ͠ΐ͏ɻྫ͑ϑΣΠクχϡʔスʮσΟʔϓϑΣΠ
クʯͱݺΕΔ"*ʹΑͬͯ࡞ΒΕͨϑΣΠクಈըͳͲʹର͢Δ൷తղऍޙࠓ·͢·͢ඞཁͱͳΔͰ͠ΐ͏ɻ
"*ͷ͜͏ݴͱΛӏವΈʹ͠ɺࣗͰ͑ߟΔ͜ͱΛΊͯ͠·ͬͨΒɺਓؒϗϠͷΑ͏ʹ͕ඞཁͳ͘ͳͬͯ͠
·͏ͷͰ͠ΐ͏͔ʁ

ώϡʔϚϯɾϑΝʔスτɾΠϊϕʔシϣϯに向けͯ
"*ʹΑͬͯͨΒ͞ΕΔ৽ͨͳチャンスΛ࠷େʹڗड͠ɺリスクΛ
ࠃӳʹޙ࠷খʹ͢ΔͨΊʹͲͷΑ͏ʹͨ͠Β͍͍ͷͰ͠ΐ͏͔ʁ࠷
ʹ͓͚Δ"*͔ڀݚΒʮώϡʔϚンɾϑΝʔスτɾΠϊϕʔγϣンʯʹ
͍ͭͯఏҊ͍ͨ͠ͱ͍ࢥ·͢ɻ
（1）ώϡʔϚϯɾϑΝʔスτ
ΞクηンチϡΞɾσδλϧͷσΟϨクλʔͰ͋ΔϑΣϧφンυɾϧ
γχʢ'FSOBOEP�-VDJOJʣɺ"*Λ։ൃ͖ͯͨ͠ΤンδχΞͷཱ
͔Βʮࠓ���ਓ͕ͦΕͧΕಓ࿏Λ͍ͯͬ࡞Δͱ͢Δͱɺ୭ͦͷಓ
͕Ͳ͜ʹ͍͔ͯͬΔͷ͔Θ͔Βͳ͍ɻۀاதࠃ୭ʹΘ͔Βͳ
͍ɻʯͱड़͍ͯ·͢ɻ
૪ʹউͭͨΊͱ͍ٕͬͨज़ओಋͷʮ"*ϑΝʔスτʯʹͳ͍ͬͯڝࡍࠃʹΓΕͳ͍ͨΊɺ࣌։ൃɺ*"ࡏݱ
·͢ɻチャοϓリンͷʮϞμンλΠϜζʯͰ෩͞ΕͨΑ͏ʹਓ͕ؒػցԽ͠ͳ͍ͨΊʹɺͪͨࢲਓ͕࣮ؒࣗݾ
ͳ͚Ε͍͚·ͤΜɻ͢ͳΘͪʮ"*ϑΝʔスτʯͰ͠༺׆ɺΑΓྑ͍ࣾձΛΔͨΊͷπʔϧͱͯ͠"*Λར͠ݱ
ͳ͘ɺ͏͔͖ඪΛͨͬ࣋ʮώϡʔϚンɾϑΝʔスτʯͰͳ͚ΕͳΒͳ͍ͷͰ͢ɻ
�����݄δϡωʔϰͰ։͞࠵Εͨࠃ࿈ʮ"*�GPS�(PPEʯάϩʔόϧαϛοτʹ͓͍ͯɺ*56ిؾ௨৴ඪ४Խ෭
͢ʹ۩ʢ54#ʣͷϥΠンϋϧτɾγϣʔϧʢ3FJOIBSE�4DIPMMʣɺʮ"*༷ʑͳ։ൃඪΛୡ͢ΔͨΊͷಓہ
͗ͳ͍ɻͦͷͨΊ"*ʹؔ͢Δಛఆͷ։ൃඪ͕ඞཁͳͷͰͳ͘ɺ"*4%(Tͷશͯͷ։ൃඪʹΠンύクτΛ༩
͍͑ͯ͘ͷͰ͋Δʯͱࢦఠ͠·ͨ͠ɻࠃ࿈͕ͨ͛ܝαスςφϏリςΟͱ͍͏ඪΛୡ͢ΔͨΊͷʮπʔϧʯͱ
ͯ͠"*Λ։ൃ͖͢Ͱ͋Δͱड़͍ͯ·͢ɻ
ϒϩοクチΣʔン*P&ʢ*OUFSOFU�PG�&WFSZUIJOHʣͳͲ৽ͨͳςクϊϩδʔʹΑͬͯɺͪͨࢲͷࣾձ·͢·͢
ີʹͭͳ͕͍͖ͬͯ·͢ɻͦͷͨΊͪͨࢲͷࣾձ͕࣋ଓՄͱͳΔͨΊʹҰ͚ͩࠃͷརӹΛ͢ٻΔʮωʔ
γϣンʯϑΝʔスτͰͳ͘نٿʹ͓͍ͯશͯͷਓྨͷͨΊͱ͍͏ҙຯͰͷʮώϡʔϚンʯϑΝʔスτͰͳ͚
ΕͳΒͳ͍Ͱ͠ΐ͏ɻ
͜ͷΑ͏ͳώϡʔϚンɾϑΝʔスτͳΠϊϕʔγϣンΛͨ͢͜ىΊʹͲ͏ͨ͠Β͍͍ͷͰ͠ΐ͏͔ʁ

（2）ΫϩスσΟシϓϦϯɿࣾձతศӹੑの͍ߴ"*։ൃ
ςクϊϩδʔจԽʹΑͬͯنఆ͞Ε·͕͢ɺจԽ·ͨςクϊϩδʔʹΑͬͯنఆ͞Ε͍ͯ·͢ɻσʔλͷό
ΠΞスʹΑͬͯɺ"*നਓ্ࢸओٛஉੑத৺ࣾձͷڧԽɺϚΠϊリςΟʹର͢ΔࠩผഉআͳͲɺ৽ͨͳリスク
ΛͨΒ͢Մੑ͕͋Γ·͢ɻͦͷͨΊɺσʔληοτʹ͓͚ΔόΠΞスʹରͯ͠ɺクリςΟΧϧͳ͕ূݕඞཁͱ
ͳΔͰ͠ΐ͏ɻ·ͨɺถࠃதࠃͰ։ൃ͞Εͨ"*ʹରͯ͠ɺຊͷจԽʢੜ༷ࣜ׆ʣɺ͢ࢦ͖কདྷͷࣾձ
Θͤͯྲྀ༻͢Δඞཁ͕͋ΔͰ͠ΐ͏ɻ߹ʹൣن
ӳࠃͰɺࣾձతެӹੑͷ͍ߴҩྍͷʹؔͯ͠ɺΞϝリΧͷ("'"͕ೖखͰ͖ͳ͍ࣗࠃͷ/)4ʢ/BUJPOBM�
)FBMUI�4FSWJDFʣͷσʔλΛ͜͏ͱʹΑΓɺϔϧスέΞʹؔ͢Δ"*։ൃΛ͍ߦɺੈքʹӳൃࠃͷ"*γスςϜΛಋ
ೖ͍ͤͨ͞ͱ͍ͯ͠·͢ɻ·ͨɺϏοクσʔλੳʹΑΓɺڥٿͳͲ֤ͯ͠ྗڠ͕ࠃάϩʔόϧͳʹ
औΓΉΑ͏ͳࣾձతڠಇͳͲɺ"*ʹΑͬͯͨΒ͞ΕΔ৽ͨͳแઁʢΠンクϧʔδϣンʣͷՄੑʹ͍ͭͯੵ

ʪਤද�ɹヒューマンɾファーストɾΠϊϕーシϣンʫ

ヒューマン
ファースト

クロス
ディシプリン

自己創造
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ɻ͢·͍ࢥతʹऔΓΜͰ͍·͢ɻ͜ͷΑ͏ͳҩྍแઁͷͰͷ"*։ൃຊʹେ͖ͳチャンス͕͋Δͱۃ
ҰํͰɺ"*ྙཧͷઐՈͰ͋ΓɺΦοクスϑΥʔυɾΠンλʔωοτڀݚॴͷσ

δλϧྙཧϥϘॴͷϧチΞʔϊɾϑϩリσΟʢ-VDJBOP�'MPSJEJʣڭतɺ
5FDI6,ओ࠵ͷʮσδλϧྙཧʯαϛοτʹ͓͍ͯɺΞΠϩン͕͚ϩϘοτΛྫʹͱ
ΓՈఉʹ͓͍͕ͯͪͨࢲཉ͍͠ͷࣸਅͷΑ͏ͳώϡʔϚϊΠυͰͳ͘ɺγンϓϧ
ͳՈిͰ͋Δͱࢦఠ͠·ͨ͠ɻϩϘοτֶͷݖҖͰ͋ΔΠλリΞͷύΦϩɾμリΦ
ʢ1BPMP�%BSJPʣڭत·ͨɺকདྷͷϩϘοτ։ൃϩϘοτࣗऀڀݚͷڵຯؔ
৺Ͱ࡞ΔͷͰͳ͘ɺࣾձͷղܾͷͨΊͷϩϘοτ͕ඞཁͱࢦఠ͍ͯ͠·͢ɻ
ࣾձతศӹੑͷ͍ߴ"*ϩϘοτΛ։ൃ͢ΔͨΊʹɺスλンϑΥʔυେֶί

ϩンϏΞେֶ͕ੵۃతʹऔΓೖΕ͍ͯΔΑ͏ʹɺࣗવՊֶͱਓจࣾձՊֶͷนΛ
͑ͨクϩスσΟγϓリφリʔͳΞϓϩʔチ͕ඞཁͱͳΔͰ͠ΐ͏ɻ

ݾࣗ（3）
"*͕ͨΒ͢࠷େͷリスクࣦۀͰ͢ɻϢώϰΝϧɾϊΞɾϋϥリʢ:VWBM�/PBI�)BSBSJʣɺେͳʮແ
܁Εͳ͍ͨΊʹɺҰੜΛ௨ֶͯ͠ͼଓ͚͞ʹ͓͍ͯʮਓ͕ؒऔΓ࣌*"�ఠ͠ɺࢦΛੑݥةʯͷग़ͷڃ֊ऀ༺
Γฦࣗ͠Λ࡞Γม͑Δ͔͠ͳ͘ͳΔͩΖ͏ɻʯͱड़͍ͯ·͢ɻώϡʔϚンɾϑΝʔスτͳࣾձɺਓʑʹࣗݾΛ
͠ଓ͚ΔͨΊͷ༷ʑͳࢧԉػձΛ༩͑ͳ͚ΕͳΒͳ͍Ͱ͠ΐ͏ɻͦͯͪͨ͠ࢲɺ"*ڥʹదԠ͠ͳ͕Βɺ
͜Ε·ͰҎ্ʹࣗݾΛクリΤΠςΟϒʹ͠ଓ͚ΔͨΊͷྗ͕ඞཁʹͳΔͰ͠ΐ͏ɻ
ʮࣗݾʯͱ͍͏֓೦ɺ��ؒʹΘͨΓ͕ࢲϑΟʔϧυϫʔクͰग़ձͬͨਓͨͪͷಠతͳࣗܗݾͷಛੑ
ʹରͯ͠ൃୡ͖ͤͯͨ֓͞೦Ͱ͢ɻγϡʔωϕϧクɺਓؒͰ͋Δূͱɺʢྑ͍ܾఆѱ͍ܾఆؚΊͯʣҙܾࢥ
ఆ͕Ͱ͖Δ͜ͱͰ͋Δͱ͍ݴ·͢ɻԿނͳΒ͕ࣗԼͨ͠ѱ͍ܾఆɺࣦഊ͔Βଟ͘ͷ͜ͱΛֶͼɺͦͷޙͷਓ
ੜΛྗ͘ڧੜ͖ൈ͘৽ͨͳࣗݾΛ࠶͢ΔͨΊͷେ͖ͳチャンスͱͳΔͨΊɺ݁Ռతʹྑ͍ܾఆʹస͢Δ͜ͱ
͕Ͱ͖Δ͔ΒͰ͢ɻ৽ͨͳจԽʹग़⁊ͬͨΓスΩϧΛֶΜͩΓ͢Δ͜ͱʹΑΓɺ͜Ε·ͰࣗͰ͔ͮؾͳ͔ͬͨ
ग़͢͜ͱ͕Ͱ͖Δ͔͠Ε·ͤΜɻݟͷྗՄੑΛݾࣗ
͢ͰʹੈքͲΜͲΜαΠόʔۭؒͷதʹٵऩ͞Εɺͪͨࢲͷৗੜ׆リΞϧͳମత͔֮ײΒʹʹԕ͟
͔͍ͬͯ·͢ɻʮσδλϧɾωΠςΟϒʯͱ͍͏ݴ༿ͷੜΈͷͰ͋ΔϚʔクɾϓϨンスΩΟʢ.BSD�1SFOTLZʣɺ
एऀͷྫ͔ΒɺʮσδλϧΟζμϜʯͷॏཁੑʹ͍ͭͯఏ͍ࣔͯ͠·͢ɻͨͬݴଳి͕ͳ͍ͱͷΛࣦ͏ͱܞ
"*͕ͨΒ͢チャンスΛ࠷େʹ͠ɺリスクΛ࠷খʹ͢ΔͨΊʹɺ৽ͨͳਓؒͷӥஐͰ͋ΔʮスϚʔτΟζμϜʯ
͕ඞཁʹͳΔͰ͠ΐ͏ɻ
͕ͪͨ͠ࢲ"*ʹաʹґଘ͠ɺਓੜʹͱͬͯେͳબʹ͍ͭͯɺΜͩΓͬͨΓ͠ͳ͕ΒΑ͏ܾ͘ఆ͢
Δͱ͍͏͜ͱΛࢭΊͯ͠·ͬͨΒͲ͏ͳΔͷͰ͠ΐ͏͔ʁɹͯ͋͘ߦͷͳ͍ਓੜͱ͍͏͍ಓͷΓΛ"*ͷリίϝン
υʹैͬͯͨͩҋӢʹಥ͖ਐΜͰ͘ߦͷͰ͠ΐ͏͔ʁɹ"*ࣾձ͕·͞ʹ౸དྷ͠Α͏ͱ͍ͯ͠ΔࠓɺͪͨࢲҰਓҰਓ
ΈΔඞཁ͕͋ΔͷͰͳ͍Ͱ͠ΐ͏͔ͯ͑ߟ͍ͯͭʹେͳҙຯ࠷ͳͲɺੜ͖͍ͯΔ͜ͱͷݱ࣮ݾ͕ࣗͤ
ʕʮਓؒͷଚݫʯΛकΔͨΊʹɻ
͋ͳͨͲΜͳʮਓؒʯʹͳΓ͍ͨͰ͔͢ʁɹͪͨࢲ��ޙͲΜͳࣾձΛங͖͍ͨͷͰ͠ΐ͏͔ʁ

ࢬ利ڮߴ
ૣҴాେֶจֶֶज़ӃڭतɻϋーόーυେֶόークマンクϥΠンڀݚॴファΧϧςィɾΞιシΤΠトɻέンϒリοδେֶ

ͳΒͼʹίロンϏΞେֶ٬һڀݚһɻΦοクスフΥーυେֶέロοάΧϨοδɾίϞンϧーϜϝンόーɻ
ઐϝディΞɾίϛュχέーシϣンڀݚɻਓロϘοトɺスマートフΥンɺ4/4ͳͲΛਓจɾࣾձՊֶͷཱ͔

Βੳɻ
͓ͷਫঁࢠେֶଔۀʢཧֶ࢜ɿֶʣɻ౦ژେֶେֶӃम࢜՝ఔमྃʢࣾձֶम࢜ɿࣾձใֶʣɻ౦ژେֶେֶӃത࢜

՝ఔ୯ҐऔಘຬظୀֶɻӳࠃロンυンɾスクーϧɾΦϒɾΤίϊϛクスʢ-4&ʣେֶӃത࢜՝ఔमྃ1I�%�औಘʢࣾձՊֶത
तɺΦοクスフΥーυେֶ٬һリαーνɾフΣڭେֶ।ڭɺཱࢣߨɿϝディΞŋίϛュχέーシϣンֶʣɻॱఱಊେֶઐ࢜
ローɺϋーόーυେֶファΧϧςィーɾフΣローΛݱͯܦ৬ɻ
ͳͲʹ͍ͭͯɺϋーόーυେֶίロンϏΞେֶɺέンϒリοδ༺׆ͷࣾձతΠンύクトロϘοトͷརɺਓࡏݱ

େֶͱڞࡍࠃಉڀݚΛ͍ͯͬߦΔɻ
ओͳஶॻʰデδλϧɾィζμϜͷ࣌� ʢɦ৽༵ࣾɺ����ɺςϨίϜࣾձՊֶೖʣɻ౦ژΦリンϐοクɾύϥリ

ンϐοクٕڝେձ৫ҕһձςクϊロδーࢾҕһձҕһɻ

6OJWFSTJEBE�$BSMPT�***�EF�.BESJE
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